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は
じ
め
に

　

室
町
幕
府
八
代
将
軍
足
利
義
政
（
一
四
三
六
～
一
四
九
〇
）
は
、
文
化

面
の
治
績
に
名
高
い
。
そ
の
趣
味
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
平
安
以
来
の
伝

統
文
芸
で
あ
る
和
歌
に
つ
い
て
も
事
績
多
く
、
詠
作
期
間
は
四
十
年
、
現

存
歌
は
一
五
〇
〇
首
に
及
ぶ
。
だ
が
こ
う
し
た
和
歌
資
料
の
多
く
は
、
い

ま
だ
未
紹
介
・
未
翻
刻
の
状
態
に
あ
り
、
歌
風
の
検
討
を
行
う
に
は
課
題

が
残
る
。
稿
者
は
さ
き
に
、
義
政
詠
の
核
と
な
る
三
つ
の
家
集
の
う
ち
二

種
、
⑴
慈
照
院
殿
義
政
公
御
集
（
部
類
本
）、
⑵
源
義
政
集
（
定
数
歌
集
成
）

の
基
礎
面
に
つ
き
見
解
を
述
べ
た１

。
本
稿
で
は
残
る
⑶
東
山
殿
御
詠
（
歌

会
詠
集
成
）
を
取
り
上
げ
、
そ
の
基
礎
的
側
面
の
整
理
を
行
う
こ
と
に
し

た
い
。

　

東
山
殿
御
詠
は
、
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
（
以
下
、
尊
経
閣
文
庫
）

蔵
本
の
み
が
知
ら
れ
る
孤
本
で２

、
長
禄
～
文
正
年
間
の
約
五
十
箇
度
に
及

ぶ
歌
会
詠
の
抄
出
で
あ
る
。
応
仁
・
文
明
の
乱
前
に
お
け
る
幕
府
歌
壇
の

実
態
を
伝
え
る
資
料
は
限
ら
れ
て
お
り
、
貴
重
な
写
本
で
あ
る
こ
と
に
疑

い
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
に
専
門
的
言
及
な
く
、
校
訂
テ
キ
ス
ト
も
提
供
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

ま
た
東
山
殿
御
詠
の
書
写
・
伝
来
に
つ
い
て
は
、
大
和
国
の
国
衆
十
市

遠
忠
（
一
四
九
七
～
一
五
四
五
）
の
関
与
が
指
摘
さ
れ
る
。
遠
忠
は
本
姓

中
原
。
当
代
随
一
の
和
歌
好
尚
で
し
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
も
主
に
和
歌
研
究

『
東
山
殿
御
詠
』
の
基
礎
的
研
究

─
十
市
遠
忠
の
事
績
に
及
ぶ　

附
、
翻
刻
・
初
句
索
引
─

川　

上　
　

一
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の
分
野
で
注
目
さ
れ
て
い
る３

。
だ
が
、
彼
の
生
涯
（
特
に
武
将
と
し
て
の

動
向
）
や
交
遊
関
係
に
つ
い
て
は
依
然
不
明
な
点
が
多
く
、
長
く
更
新
を

み
て
い
な
い
。
本
書
に
収
め
る
紙
背
文
書
に
は
、
こ
う
し
た
遠
忠
の
動
向

を
把
握
す
る
に
有
効
な
資
料
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
紙
背
文
書
に

つ
い
て
も
紹
介
を
兼
ね
て
検
討
し
、
十
市
遠
忠
の
事
績
に
つ
き
若
干
の
新

見
を
提
供
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
、『
東
山
殿
御
詠
』
概
要

　

東
山
殿
御
詠
は
、
井
上
宗
雄
氏
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究 

室
町
前
期４

』

が
言
及
し
て
以
降
、
基
本
的
に
義
政
の
家
集
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。

但
し
、
す
で
に
指
摘
も
あ
る
よ
う
に
、
全
二
五
四
首
の
う
ち
百
首
以
上
が

飛
鳥
井
雅
親
（
一
四
一
七
～
一
四
九
〇
）
他
の
詠
で
あ
り
、
こ
の
た
め
『
私

家
集
大
成
』
で
は
「
純
粋
な
家
集
で
は
な
い５

」
と
し
て
翻
刻
収
録
に
至
ら

ず
、
現
在
ま
で
研
究
利
用
に
供
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

た
だ
こ
れ
ら
他
人
の
詠
は
、
編
纂
時
に
生
じ
た
混
入
の
類
で
は
な
く
、

詠
者
を
明
示
し
た
上
で
の
意
図
的
な
抄
出
で
あ
る
。
書
写
者
と
み
ら
れ
る

十
市
遠
忠
も
義
政
の
直
後
の
時
代
を
生
き
た
人
で
あ
り
、
内
容
自
体
の
信

頼
性
は
極
め
て
高
い
。
改
め
て
収
録
歌
を
整
理
し
、
詳
し
い
検
討
を
行
う
。

⑴
書
誌

　
『
東
山
殿
御
詠
』〔
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
：
一
二
・
二
七
・
書
〕

　
〔
享
禄
頃
〕
十
市
遠
忠
写
。
横
本
一
冊
。
表
紙
は
紺
色
無
地
（
一
三
・

六
×
一
八
・
一
糎
）。
近
代
以
降
に
補
わ
れ
た
保
護
表
紙
と
思
し
く
、
も

と
は
本
文
共
紙
の
冊
子
本
と
み
え
る
。
一
丁
表
（
も
と
の
表
紙
）
左
肩
に

本
文
同
筆
で
「
東
山
殿
御
詠
」
と
墨
書
（
本
来
の
外
題
で
あ
ろ
う
）、
右

肩
に
本
文
別
筆
で
「
東
山
和
哥
集
」
と
朱
書
。
内
題
「
御
詠　
慈
照
院
殿
」。

料
紙
は
斐
紙
。
墨
付
二
二
丁
（
共
紙
表
紙
の
第
一
丁
を
含
む
）、
遊
紙
後

二
丁
。
全
二
五
四
首
。
表
紙
を
除
く
全
丁
に
紙
背
文
書
あ
り
（
十
市
遠
忠

宛
書
状
、
遠
忠
書
状
土
代
）。
毎
半
葉
十
四
行
、
和
歌
一
首
二
行
書
。
字

高
約
一
二
・
〇
糎
。
興
福
寺
明
王
院
旧
蔵
書
の
一
。

⑵
収
録
内
容

　

足
利
義
政
の
歌
会
詠
を
中
心
と
し
た
歌
書
で
、
以
下
の
興
行
五
十
一
箇

度
を
順
不
同
に
抄
出
す
る
（「　

」
は
先
頭
の
歌
題
、（　

）
は
歌
番
号
、

年
次
不
明
の
興
行
に
は
別
途
白
抜
き
数
字
を
付
し
た
）。

　
　
　

＊　

＊　

＊

①
寛
正
五
年
正
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会
「
椿
葉
契
久
」（
１
）
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②
寛
正
四
年
四
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会
「
首
夏
藤
」（
2
～
4
）

③
寛
正
六
年
十
月
二
十
七
日
室
町
殿
歌
会
「
野
霜
」（
5
～
7
）

④
寛
正
三
年
六
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会
「
夏
天
象
」（
8
～
10
）

⑤
寛
正
二
年
十
一
月
二
十
七
日
室
町
殿
歌
会
「
山
冬
月
」（
11
～
16
）

⑥
寛
正
四
年
六
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会
「
行
路
夕
顔
」（
17
～
22
）

⑦
寛
正
六
年
九
月
十
四
日
室
町
殿
歌
会
「
擣
衣
到
暁
」（
23
～
28
）

⑧
寛
正
四
年
二
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会
「
尋
花
」（
29
～
34
）

⑨
寛
正
四
年
十
二
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会
「
桧
原
雪
」（
35
～
40
）

⑩
年
次
不
明
❶
「
鶯
是
万
春
友
」（
41
）

⑪
寛
正
六
年
十
二
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会
「
雪
似
白
雲
」（
42
～
47
）

⑫
年
次
不
明
❷
「
迎
春
祝
言
」（
48
～
49
）

⑬
文
正
元
年
七
月
二
十
六
日
室
町
殿
歌
会
「
七
夕
糸
」（
50
～
52
、
57
～
59
）

⑭
年
次
不
明
❸
「
夏
天
象
」（
53
～
55
）

⑮
年
次
不
明
❹
「
椿
葉
契
久
」（
56
）

⑯
長
禄
四
年
正
月
二
十
五
日
室
町
殿
歌
会
「
松
色
春
久
」（
60
～
61
）

⑰
年
次
不
明
❺
「
鶴
有
遐
齢
」（
62
）

⑱
寛
正
三
年
十
一
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会
「
石
間
氷
」（
63
～
68
）

⑲
寛
正
六
年
六
月
二
十
三
日
室
町
殿
歌
会
「
夕
立
風
」（
69
～
74
）

⑳
長
禄
四
年
六
月
二
十
六
日
室
町
殿
歌
会
「
蓮
露
」（
75
～
80
）

㉑
長
禄
四
年
八
月
二
十
五
日
室
町
殿
歌
会
「
秋
色
」（
81
～
86
）

㉒
寛
正
五
年
十
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会
「
嵐
吹
寒
草
」（
87
～
92
）

㉓
長
禄
四
年
七
月
二
十
九
日
室
町
殿
歌
会
「
早
涼
知
秋
」（
93
～
98
）

㉔
寛
正
二
年
五
月
二
十
八
室
町
殿
歌
会
「
郭
公
」（
99
～
104
）

㉕
寛
正
五
年
三
月
二
十
六
日
室
町
殿
歌
会
「
花
下
送
日
」（
105
～
110
）

㉖
長
禄
四
年
三
月
十
五
日
室
町
殿
歌
会
「
惜
花
」（
111
～
116
）

㉗
寛
正
二
年
八
月
二
十
九
日
室
町
殿
歌
会
「
月
前
風
」（
117
～
122
）

㉘
寛
正
五
年
六
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会
「
名
所
氷
室
」（
123
～
128
）

㉙
長
禄
四
年
十
一
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会
「
水
鳥
」（
129
～
134
）

㉚
寛
正
二
年
正
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会
「
寄
国
祝
」（
135
～
136
）

㉛
寛
正
五
年
二
月
三
十
日
室
町
殿
歌
会
「
早
蕨
」（
137
～
142
）

㉜
長
禄
四
年
二
月
十
六
日
室
町
殿
歌
会
「
隣
家
梅
」（
143
～
148
）

㉝
寛
正
四
年
正
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会
「
庭
梅
久
盛
」（
149
～
150
）

㉞
寛
正
二
年
六
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会
「
蝉
」（
151
～
156
）

㉟
寛
正
五
年
十
二
月
二
十
三
日
室
町
殿
歌
会
「
夜
雪
」（
157
～
162
）

㊱
寛
正
五
年
九
月
二
十
七
日
室
町
殿
歌
会
「
河
月
」（
163
～
168
）

㊲
寛
正
五
年
五
月
二
十
八
日
室
町
殿
歌
会
「
夕
橘
」（
169
～
174
）

㊳
寛
正
三
年
十
二
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会
「
月
照
網
代
」（
175
～
180
）

㊴
文
正
元
年
三
月
三
十
日
室
町
殿
歌
会
「
谷
残
花
」（
181
～
186
）
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㊵
寛
正
六
年
五
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会
「
瞿
麦
」（
187
～
192
）

㊶
寛
正
二
年
十
二
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会
「
冬
煙
」（
193
～
198
） 

㊷
長
禄
四
年
十
月
二
十
六
日
室
町
殿
歌
会
「
竹
不
改
色
」（
199
～
200
）

㊸
寛
正
三
年
八
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会
「
鹿
声
何
方
」（
201
～
206
）

㊹
長
禄
四
年
二〔
四
月
ヵ
〕月十
九
日
室
町
殿
歌
会
「
卯
花
初
開
」（
207
～
212
）

　

＊
歌
題
よ
り
推
測

㊺
寛
正
三
年
二
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会
「
浜
余
寒
」（
213
～
218
）

㊻
寛
正
六
年
四
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会
「
未
忘
春
花
」（
219
～
224
）

㊼
寛
正
二
年
四
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会
「
更
衣
惜
春
」（
225
～
230
）

㊽
年
次
不
明
❻
「
池
半
凍
」（
231
～
233
）

㊾
年
次
不
明
❼
「
衾
」（
234
～
239
）

㊿
年
次
不
明
❽
「
山
霞
」（
240
～
245
）

51
年
次
不
明
❾
「
嶺
雪
」（
246
～
254
）

　
　
　

＊　

＊　

＊

　

こ
れ
ら
を
編
年
に
並
べ
替
え
、
項
目
若
干
を
付
し
た
も
の
が
［
別
表
］

で
あ
る
（
本
稿
末
尾
）。
こ
れ
を
も
と
に
次
項
で
内
容
を
検
討
し
た
い
。

二
、
収
録
歌
に
つ
い
て

⑴
全
体
の
構
成

　

東
山
殿
御
詠
は
、
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
正
月
（
⑯
）
か
ら
文
正
元

年
（
一
四
六
六
）
七
月
（
⑬
）
ま
で
の
歌
会
詠
の
抄
出
で
あ
る
。
内
題
に

「
御
詠
慈
照
院
殿
」
と
あ
り
、
各
興
行
、
は
じ
め
に
歌
題
・
日
時
が
記
さ
れ
、

つ
い
で
義
政
詠
（
無
記
名
）、
大
半
の
興
行
に
同
題
の
飛
鳥
井
雅
親
詠
（「
雅

親
」
と
記
名
）
が
続
く
。
例
と
し
て
⑤
の
興
行
を
示
す
。

　
　
　

山
冬
月　

狩
場
雪　

寄
舟
恋　
寛
正
二　
　
　

十
一　

廿
七

11
さ
や
け
さ
は
秋
に
ま
さ
き
も
ち
り
は
て
ゝ

　

と
山
の
月
の
か
け
そ
さ
ひ
し
き

12
た
つ
水
の
行
ゑ
も
見
え
す
ふ
る
雪
に

　

あ
は
せ
か
ね
た
る
野
へ
の
た
か
人

13
ね
を
そ
な
く
人
に
こ
ゝ
ろ
を
お
き
つ
と
り

　

鴨
と
い
ふ
ふ
ね
よ
そ
に
こ
か
れ
て

14
に
ほ
の
う
み
の
浪
ち
こ
ほ
り
て
い
て
ぬ
ら
し

　

み
や
こ
に
さ
ゆ
る
や
ま
の
は
の
月　

雅
親

15
ふ
る
雪
に
道
た
と
〳
〵
し
か
へ
る
さ
の

　

つ
き
ま
つ
は
か
り
か
り
や
く
ら
さ
む

16
さ
は
る
し
も
え
に
や
あ
る
ら
ん
身
を
う
ら
に

　

あ
し
分
を
ふ
ね
こ
き
か
へ
り
つ
ゝ
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11
～
13
が
そ
れ
ぞ
れ
「
山
冬
月
・
狩
場
雪
・
寄
舟
恋
」
題
の
義
政
詠
、

14
～
16
が
同
題
に
よ
る
雅
親
詠
で
あ
る
。
各
興
行
、
こ
う
し
た
簡
易
な
書

写
形
式
で
抄
出
さ
れ
る
（
以
下
、
こ
の
ま
と
ま
り
を
「
歌
群
」
と
呼
ぶ
）。

　

収
録
の
興
行
を
検
討
し
た
い
。
本
文
中
、
興
行
に
関
す
る
具
体
的
な
言

及
は
な
い
も
の
の
、
複
数
の
徴
証
に
よ
り
、
多
く
が
義
政
自
邸
（
＝
室
町

殿
）
で
の
月
次
歌
会
と
判
断
で
き
る
。
ま
ず
、
義
政
・
雅
親
が
同
題
を
詠

じ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
は
通
題
（
参
加
者
全
員
が
同
じ
歌
題
を
詠
む
）

の
興
行
で
あ
る
。
出
題
に
つ
い
て
も
、
正
月
が
一
題
、
他
の
月
が
三
題
で

統
一
さ
れ
て
お
り
（［
別
表
］
参
照
）、
こ
う
し
た
特
徴
は
同
時
期
に
開
催

さ
れ
た
幕
府
月
次
歌
会
の
形
式
と
一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
国
立
公
文
書
館

に
蔵
さ
れ
る
室
町
殿
月
次
和
歌
（
二
〇
一
・
〇
一
三
六
）
は
、
長
禄
二
年

の
月
次
歌
会
四
箇
度
（
正
・
二
・
五
・
十
一
月
）
を
収
め
る
が６

、
正
月
の

会
が
「
梅
万
春
友
」
の
一
首
、
他
は
各
三
首
の
通
題
で
あ
る
。
ま
た
、
開

催
の
月
が
重
複
し
な
い
点
も７

、
こ
れ
ら
が
月
次
歌
会
で
あ
る
こ
と
の
証
左

と
な
る
。

　

義
政
は
長
禄
二
年
、
自
身
の
任
槐
と
前
後
し
て
、
月
次
歌
会
の
構
成
を

刷
新
し
た
が８

、
そ
の
実
態
を
伝
え
る
資
料
は
こ
れ
ま
で
、
前
述
の
「
室
町

殿
月
次
和
歌
」
に
限
ら
れ
て
い
た
。
本
書
に
よ
っ
て
、
そ
の
催
行
が
具
体

的
に
把
握
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

⑵
年
次
未
詳
歌
群
に
つ
い
て

　

本
書
に
は
、
年
次
未
詳
の
歌
群
が
九
種
認
め
ら
れ
る
（
⑩
⑫
⑭
⑮
⑰
㊽

㊾
㊿
51
＝
❶
～
❾
）。
こ
の
う
ち
❶
～
❻
は
、
前
後
の
月
次
会
詠
と
要
素

的
に
大
差
な
く
、
同
種
の
興
行
と
み
て
よ
い９

。
他
方
歌
群
❼
～
❾
は
、
他

の
収
録
歌
群
と
は
些
か
異
な
る
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
順
に
検
討
す
る
。

　

ま
ず
歌
群
❼
は
、「
234
衾
」
以
下
、
六
首
の
題
詠
で
構
成
さ
れ
る
。
注

意
さ
れ
る
の
は
こ
の
う
ち
四
首
が
、
義
政
後
年
の
定
数
歌
詠
と
一
致
す
る

点
で
あ
る10

。

234
衾　
　

 

→ 

文
明
二
年
一
字
題
百
首
49

235
桜　
　

 

→ 

文
明
二
年
一
字
題
百
首
6

236
沢
若
菜 

→ 

文
明
十
七
年
百
首
5

237
関
月　

 

→ 

文
明
四
年
百
首
47

　

歌
群
❼
が
歌
会
で
の
出
詠
歌
で
あ
れ
ば
、
義
政
に
よ
る
自
詠
の
流
用
（
使

い
回
し
）
の
実
態
を
示
す
好
例
と
な
る
が
、
即
断
は
で
き
な
い11

。
今
の
と

こ
ろ
東
山
殿
御
詠
の
他
歌
書
と
の
重
出
は
、
歌
群
❼
の
ほ
か
皆
無
で
あ

り12

、
❼
の
み
重
出
率
が
不
自
然
に
高
い
。
こ
れ
は
む
し
ろ
定
数
歌
か
ら
の

抄
出
を
疑
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
に
歌
群
❽
は
、
最
初
の
題
下
に
「
左
之
三
首
御
懐
紙
由
、
李
阿
申
候
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了
」
と
の
注
記
が
あ
り
、
義
政
詠
三
首
（
240
～
242
、
山
霞
・
待
花
・
祝
言
）

の
あ
と
に
上か
み
さ
ま様
、
す
な
わ
ち
御
台
日
野
富
子
（
一
四
四
〇
～
一
四
九
六
）

の
詠
が
つ
づ
く
（
243
～
245
、
題
同
じ
）。「
李
阿
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、

要
す
る
に
、
本
歌
群
が
三
首
懐
紙
（
通
題
）
の
歌
会
詠
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
と
思
し
い
。
注
目
す
べ
き
は
や
は
り
、
富
子
の
詠
が
み
え
て

い
る
点
で
あ
ろ
う
。
富
子
の
和
歌
事
績
は
応
仁
・
文
明
の
乱
以
後
、
公
武

の
歌
会
で
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
歌
群
❽
は
他
の
収
録
内
容
か
ら

み
て
乱
前
の
も
の
と
思
し
い13

。
事
績
・
実
作
と
も
に
最
古
の
も
の
と
な
ろ
う
。

　

歌
群
❾
は
、
義
政
（
四
首
）、
大（
内
）裏

上
臈
（
三
条
冬
子
、
一
首
）、
藤
大

納
言
殿
（
日
野
勝
光
、
一
首
）、
雅
親
詠
（
三
首
）
の
抄
出
で
あ
る
。
各
々

別
の
題
を
詠
む
続
歌
形
式
で
、
内
裏

3

3

上
臈
の
冬
子
が
出
詠
し
て
い
る
点
か

ら
み
て
禁
裏
主
催
の
会
で
あ
ろ
う
。
冬
子
は
三
条
実
量
女
。
後
花
園
天
皇

（
一
四
一
九
～
一
四
七
〇
）
の
上
臈
と
し
て
入
内
す
る
も
在
任
中
の
事
績

は
殆
ど
知
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
天
皇
没
後
、「
旧
院
上
臈
」
と
し
て
の
活
動

が
著
名
で
あ
る14

。
歌
群
❾
所
収
の
冬
子
詠
は
、
そ
の
在
任
期
に
お
け
る
事

績
と
し
て
貴
重
で
あ
る
が
、
同
時
に
こ
れ
が
天
皇
が
譲
位
し
た
寛
正
五
年

（
一
四
六
四
）
七
月
以
前
の
興
行
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。

　

以
上
が
年
次
未
詳
歌
群
の
概
要
と
な
る
。
特
に
歌
群
❽
❾
に
つ
い
て
は
、

興
行
の
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
室
町
期
の
女
性
歌
人
の
事
績
に
新
見
を
与

え
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。
関
連
資
料
の
出
現
を
俟
ち
た
い
。

　
⑶
小
括

　

以
上
、
東
山
殿
御
詠
の
収
録
歌
を
歌
人
別
に
集
計
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。足

利
義
政（
無
記
名
） 

一
三
九
首　
＊
二
首
重
出
／
飛
鳥
井
雅
親（
雅
親
） 

一
一
〇
首
／
日
野
富
子
（
上
様
） 

三
首
／
三
条
冬
子
（
大
裏
上
臈
） 

一
首
／
日
野
勝
光
（
藤
大
納
言
殿
） 

一
首

　

収
録
状
況
を
み
る
限
り
、
本
書
の
編
者
と
目
さ
れ
る
の
は
、
集
中
唯
一

実
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
飛
鳥
井
雅
親
そ
の
人
で
あ
る
。
雅
親
は
義
政
の

歌
道
師
範
で
あ
り
、
当
時
そ
の
詠
作
を
添
削
・
管
理
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。

本
書
の
簡
略
な
書
写
形
式
か
ら
み
て
も
、
そ
の
原
態
（
祖
本
）
は
、
月
次

歌
会
で
の
義
政
詠
・
自
詠
を
留
め
た
、
雅
親
自
身
の
手
控
え
で
あ
ろ
う
。

興
行
の
年
次
か
ら
推
す
に
、
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
頃
、
応
仁
・
文
明

の
乱
前
に
は
原
型
が
成
っ
て
い
た
と
み
て
よ
い
。

　

東
山
殿
御
詠
の
収
録
歌
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
が
、
本
書
に
よ
っ
て
の
み
知

ら
れ
る
独
自
歌
で
あ
る
。
も
と
よ
り
抄
出
で
あ
り
、
歌
会
の
全
貌
は
伝
え

な
い
が
、
資
料
の
乏
し
い
長
禄
・
寛
正
年
間
の
和
歌
史
に
あ
っ
て
、
そ
の

意
義
は
極
め
て
大
き
い
。
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三
、
東
山
殿
御
詠
の
伝
来
：
李
阿
に
つ
い
て

　

つ
い
で
本
書
の
伝
来
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
東
山
殿
御
詠
は
、
尊
経

閣
文
庫
に
複
数
蔵
さ
れ
る
十
市
遠
忠
関
係
典
籍
資
料
の
一
で
、
も
と
興
福

寺
明
王
院
の
旧
蔵
書
で
あ
る
。
遠
忠
手
択
の
典
籍
類
は
そ
の
没
後
、
息
遠

勝
、
さ
ら
に
遠
勝
後
室
の
手
を
経
て
明
王
院
に
献
納
さ
れ
た
ら
し
く15

、
う

ち
数
点
が
天
和
年
間
、
前
田
綱
紀
家
臣
の
書
物
奉
行
津
田
光
吉
に
よ
っ
て

購
わ
れ
、
同
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
る
に
至
る
。

　

こ
の
う
ち
東
山
殿
御
詠
は
、
紙
背
文
書
か
ら
遠
忠
の
関
与
は
確
実
視
さ

れ
た
も
の
の
、
書
誌
事
項
に
明
王
院
旧
蔵
を
示
す
明
徴
な
く
（
多
く
は
「
明

王
院
蔵
書
七
十
冊
之
内
」
と
い
う
貼
り
紙
が
あ
る
）、
長
ら
く
検
討
が
及

ば
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
近
年
、
武
井
和
人
氏
が
、
明
王
院
の
蔵

書
内
容
を
記
し
た
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
十
二
月
七
日
津
田
太
（
光
吉
）

郎
兵
衛

筆
興
福
寺
之
内
明
王
院
書
籍
之
覚
（『
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂16

』
九
二
・

書
籍
部
五
「
南
都
東
大
寺
等
書
籍
目
録
」
所
載
）
を
調
査
し
、
そ
の
中
に

本
書
が
「
一
東
山
殿
御
詠　

遠
忠
筆
之
由
」
と
し
て
見
え
る
こ
と
を
指
摘

し
た17

。
東
山
殿
御
詠
が
、
ま
さ
し
く
明
王
院
旧
蔵
の
遠
忠
書
写
本
で
あ
っ

た
こ
と
が
今
で
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る18

。

　

こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
東
山
殿
御
詠
（
の
親
本
）
が
い
か
な
る

経
緯
を
も
っ
て
遠
忠
の
も
と
に
帰
し
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
先
に

言
及
し
た
よ
う
に
、
本
書
は
義
政
の
歌
道
師
範
雅
親
に
よ
る
手
控
え

3

3

3

に
端

を
発
し
た
も
の
と
思
し
く
、
後
代
特
別
流
布
し
た
歌
書
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
室
町
殿
周
辺
の
歌
書
が
大
和
の
国
衆
十
市
氏
の
手
に
わ
た
る
に
は
、

何
か
独
自
の
経
路
が
存
在
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
時
、
手
掛
か
り
と
な
る
の
が
、
先
述
歌
群
❽
の
注
記
「
左
之
三
首

御
懐
紙
由
、
李
阿
申
候
了
」
に
て
言
及
さ
れ
て
い
た
「
李
阿
」
の
存
在
で

あ
る
。
本
文
中
唯
一
、
書
写
者
側
の
人
物
と
し
て
名
が
み
え
て
お
り
、
そ

の
伝
来
へ
の
関
与
が
疑
わ
れ
る
。

　

李
阿
は
享
禄
年
間
、
遠
忠
編
の
自
歌
合
複
数
で
作
者
と
し
て
み
え
る
歌

僧
で19

、
こ
の
時
期
遠
忠
の
も
と
に
身
を
寄
せ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
な
が
ら
く
未
詳
と
さ
れ
て
い
る
。
現
状
の
到
達

点
と
し
て
は
、『
中
世
歌
合
集
と
研
究
（
続
）』
所
収
「
五
十
番
歌
合
資
直
判
」

の
研
究
篇
に
お
け
る
解
説
が
要
を
得
て
い
る
の
で
以
下
に
引
用
す
る20

。

李
阿
の
伝
は
不
明
で
、
享
禄
三
年
に
遠
忠
は
自
詠
と
、
淡
州
に
お
け

る
李
阿
の
詠
と
を
番
え
て
五
十
番
歌
合
を
作
り
、
資
直
の
判
を
受
け

て
い
る
が
（
尊
経
閣
蔵
、
什
上
五
四
）、
淡
州
に
い
た
と
い
う
か
ら
、

か
つ
て
細
川
氏
か
三
好
氏
に
仕
え
た
時
衆
で
あ
ろ
う
か
。
遠
忠
の
詠
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草
に
よ
る
と
、
遠
忠
は
反
細
川
高
国
方
で
あ
っ
た
ら
し
い
の
で
、
三

好
氏
か
、
三
好
一
派
の
担
ぐ
細
川
晴
元
方
に
仕
え
た
者
で
、
何
ら
か

の
縁
で
、
同
じ
側
の
十
市
氏
の
許
に
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

す
な
わ
ち
、
享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）
春
の
五
十
番
歌
合21

（
遠
忠
・
李

阿
詠
を
左
右
に
番
え
た
自
歌
合
）
の
奥
書
に
あ
る
「
左
（
遠
忠
詠
）大
永
六
二
月
大
神

宮
法
楽
、
…
…
、
右
（
李
阿
詠
）
者
於
淡
州
詠
、」
と
い
う
記
述
を
も
と
に
、
三
好
氏

な
い
し
細
川
晴
元
方
に
仕
え
た
時
衆
と
推
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
後
こ

れ
に
対
す
る
新
見
が
提
示
さ
れ
た
形
跡
は
な
く
、
最
新
の
研
究
に
お
い
て

も
同
説
は
基
本
的
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
同
時
代
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
李
阿
は
幕
府
十
代
将
軍
足
利
義

稙
（
初
名
義
材
、
の
ち
義
尹
、
一
四
六
六
～
一
五
二
三
）
の
同
朋
衆
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
義
稙
が
将
軍
に
復
帰
し
た
永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）

以
降
、
そ
の
「
御
使
」
と
し
て
、
し
ば
し
ば
公
家
の
記
録
に
登
場
す
る
。

早
朝
自
室（
足
利
義
稙
）

町
殿
有
御
使
、〈
李
阿
〉、
相
（
三
条
西
公
条
）

公
対
面
、
昨
日
参
入
之
事
、

被
喜
仰
之
事
也
、 

（
実
隆
公
記
永
正
六
年
三
月
二
十
四
日
条
）

自
室
町
殿
被
下
御
使
、〈
李
阿
〉、被
賀
中
（
三
条
西
公
条
）

納
言
昇
進
事
、対
面
畏
申
了
、

 

（
同
永
正
八
年
十
月
八
日
条
）

　

ま
た
、
後
法
成
寺
関
白
記
永
正
十
三
年
五
月
十
三
日
条
に
「
従
大（

足
利
義
稙
）

樹
以

梨
阿
弥
十
合
十
荷
被
送
之
」
と
み
え
る
「
梨3

阿
弥
」
も
李
阿
の
こ
と
だ
ろ

う
。
こ
の
他
、
永
正
十
二
年
十
二
月
二
日
、
義
稙
の
三
条
御
所
移
徙
に
際

し
て
も
、
御
供
と
し
て
供
奉
し
て
お
り
（
益
田
家
文
書
・
二
六
四
「
三
条

御
所
移
徙
次
第
」）、
名
実
と
も
に
、
有
力
な
近
習
で
あ
っ
た
こ
と
が
把
握

さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
績
を
踏
ま
え
れ
ば
、
李
阿
が
一
時
「
淡
州
」
に
寓
し
て

い
た
理
由
も
自
ず
と
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
永
正
十
八
年
三
月
、
義
稙
は
管

領
細
川
高
国
（
一
四
八
四
～
一
五
三
一
）
と
の
不
和
か
ら
京
都
を
出
奔
、

淡
路
に
下
向
す
る
。
李
阿
も
ま
た
主
君
に
随
っ
て
淡
路
に
下
っ
た
の
で
あ

る
。
先
学
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
遠
忠
は
義
稙
方
と
気
脈
を

通
じ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
東
山
殿
御
詠
の
紙
背
に
お
い
て
も
そ
の
痕
跡
が

散
見
さ
れ
る
（
後
述
）。
享
禄
年
間
に
お
け
る
李
阿
の
大
和
寄
寓
は
、
こ

う
し
た
遠
忠
の
ツ
テ
を
頼
っ
た
も
の
と
み
て
よ
い
。

　

そ
し
て
、
日
常
的
に
将
軍
に
近
侍
す
る
同
朋
衆
と
い
う
立
場
で
あ
れ
ば
、

東
山
殿
御
詠
の
ご
と
き
将
軍
周
辺
の
歌
書
資
料
を
手
に
す
る
機
会
は
多
く

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
事
実
、
李
阿
は
享
禄
二
年
（
一
五
二
九
）
十
一
月
、

足
利
義
尚
自
筆
の
常
徳
院
殿
御
詠
草
（
尊
経
閣
文
庫
：
一
二
九
・
古22

）
を

遠
忠
に
与
え
て
お
り23

、
こ
れ
に
類
す
る
典
籍
を
少
な
か
ら
ず
所
有
し
て
い

た
と
み
ら
れ
る
。
東
山
殿
御
詠
の
親
本
に
つ
い
て
も
、
お
そ
ら
く
は
李
阿

が
在
洛
時
に
入
手
し
、
遠
忠
に
提
供
し
た
も
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
、
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遠
忠
が
本
書
を
書
写
し
た
時
期
も
、
李
阿
と
の
交
流
が
認
め
ら
れ
る
享
禄

年
間
（
一
五
二
八
～
一
五
三
一
）
と
み
て
、
大
き
く
外
れ
る
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
。四

、
紙
背
文
書
に
つ
い
て

　

東
山
殿
御
詠
に
は
、
後
補
の
保
護
表
紙
を
除
く
全
丁
に
、
遠
忠
に
関
わ

る
紙
背
文
書
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
に
も
指

摘
あ
り
、
本
書
を
遠
忠
関
係
典
籍
と
断
ず
る
う
え
で
有
力
な
根
拠
と
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
こ
こ
ま
で
、
そ
の
内
容
に
検
討
が
及
ん
だ
こ
と
は
な
い

た
め
、
後
考
を
期
し
て
整
理
と
紹
介
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
。

　

本
書
所
収
の
紙
背
文
書
は
、
す
べ
て
斐
紙
を
用
い
た
切
紙
の
書
状
で
、

計
二
十
四
通
か
ら
な
る
（
い
ず
れ
も
一
紙
で
一
通
）。
本
書
は
袋
綴
じ
で

あ
る
た
め
、
判
読
に
か
な
り
の
困
難
を
伴
う
が
、
ひ
と
ま
ず
日
付
・
宛
所

等
の
情
報
を
も
と
に
、
こ
れ
ら
を
一
覧
す
る
と
［
表
１
］
の
よ
う
に
な
る
。

書
状
の
た
め
年
記
が
な
く
、
ま
た
化
粧
断
ち
に
よ
っ
て
情
報
を
欠
い
て
い

る
も
の
も
少
な
く
な
い
が
、
ほ
ぼ
す
べ
て
遠
忠
宛
書
状
、
遠
忠
書
状
土
代

（
草
稿
）
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
が
把
握
さ
れ
る
。
大
永
～
享
禄
年
間

の
書
状
と
み
て
よ
い24

。
当
代
の
要
人
に
関
わ
る
も
の
が
多
く
、
反
古
と
し

番
丁
数

文
書
名

日
付

宛
所

1

1

某
書
状

─

─

2

2

〔
狛
〕
頼
書
状

7
月
13
日

─

3

3

十
市
遠
忠
書
状
土
代

5
月
6
日
遊
佐
河
内
守
殿
（
順
盛
）

4

4

真
慶
書
状

9
月
18
日
十
市
兵
部
少
輔
殿

5

5

某
書
状

─

─

6

6

進
藤
貞
治
書
状

2
月
28
日

─

7

7

十
市
遠
忠
書
状
土
代

─

─

8

8

〔
狛
〕
頼
書
状

3
月
16
日

─

9

9

衍
清
書
状

9
月
13
日
十
市
兵
部
少
輔
殿

10

10

下
間
頼
秀
書
状

10
月
14
日

─

11

11

畠
山
順
光
書
状

6
月
28
日
十
市
兵
部
少
輔
殿

12

12

某
書
状

─

─

13

13

某
書
状

─

─

14

14

遊
佐
尭
家
書
状

8
月
晦
日

─

15

15

十
市
遠
忠
書
状
土
代

12
月
14
日

─

16

16

十
市
遠
忠
書
状
土
代

9
月
28
日
木
澤
下
野
入
道
殿
・
小
柳
七
郎
左

衛
門
殿

17

17

十
市
遠
忠
書
状
土
代

12
月
14
日

─

18

18

十
市
遠
忠
書
状
土
代

3
月
5
日
狛
修
理
亮
殿
・
進
藤
新
介
殿
（
貞
治
）

19

19

某
書
状

─

─

20

20

下
間
頼
玄
書
状

5
月
2
日

─

21

21

遊
佐
長
清
書
状

2
月
1
日
十
市
兵
部
少
輔
殿

22

22

某
書
状

─

─

23
遊
1
斎
藤
時
基
書
状

10
月
21
日

─

24
遊
2
「
賢
」「
信
」
連
署
書
状
7
月
12
日

─

［
表
１
］
東
山
殿
御
詠
紙
背
文
書
目
録
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て
破
棄
さ
れ
る
よ
う
な
内
容
で
あ
る
に
し
ろ
、
史
料
的
価
値
は
極
め
て
高
い
。

　

こ
の
う
ち
注
意
す
べ
き
内
容
を
も
つ
も
の
を
数
点
紹
介
し
た
い
。
ま
ず

年
次
が
把
握
で
き
る
も
の
と
し
て
、
次
の
遠
忠
書
状
土
代
が
あ
る25

。

［
１
６
］
十
市
遠
忠
書
状
土
代
（
16
丁
紙
背
）

公（
足
利
義
稙
）

方
様　

御
帰
洛
儀
為
被
仰
調
、
至
淡
州　

御
渡
海
尤
目
出
度
畏
存
候
、

仍
御
太
刀
一
腰
令
進
上
候
、
表
御
音
信
儀
』
計
候
、
可
然
様
可
預
御
披

露
候
、
恐
々
謹
言
、

　

九（
大
永
元
年
）

月
廿
八
日　

遠
忠
（
花
押
）

木
沢
下
野
入
道
殿

小
柳
七
郎
左
衛
門
殿　

』

　

こ
の
書
状
は
紙
面
全
体
に
大
き
く
斜
線
が
引
か
れ
て
お
り
、
執
筆
後
ま

も
な
く
破
棄
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
内
容
は
、
公
方
様
（
足
利
義
稙
）
の

上
洛
を
扶
持
す
る
た
め
、
受
取
人
が
淡
路
ま
で
渡
海
し
た
こ
と
に
対
し
、

祝
意
を
示
し
、
太
刀
を
献
上
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
淡
路
へ
下
っ

た
義
稙
が
、
高
国
か
ら
京
都
を
奪
還
す
べ
く
和
泉
国
堺
に
進
攻
す
る
の
は
、

大
永
元
年
（
一
五
二
一
）
十
月
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
（
結
局
失
敗
に
終
わ

る
）、
書
状
の
年
次
は
こ
の
年
に
定
め
ら
れ
る
。
宛
所
の
木
沢
下
野
入
道

と
小
柳
七
郎
左
衛
門
は
特
定
で
き
な
い
が
、
名
字
か
ら
み
て
と
も
に
畠
山

総
州
家
（
義
就
流
）
の
奉
行
人
で
あ
り26

、
こ
の
書
状
は
、
総
州
家
当
主
畠

山
義
英
に
意
を
通
じ
た
も
の
と
な
る
。

　

義
稙
は
元
来
、
畠
山
尾
州
家
（
政
長
流
、
当
時
の
当
主
は
尚
順
）
と
近

く
、
総
州
家
の
義
英
と
は
長
く
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
。
だ
が
義
稙
の
再
挙

に
際
し
両
畠
山
氏
は
和
睦
（
但
し
尚
順
の
息
稙
長
が
高
国
方
に
つ
く
）、

義
英
も
義
稙
の
支
援
者
と
な
る
（
祐
維
記
抄
十
月
二
十
六
日
条
）。
遠
忠

書
状
土
代
は
、
こ
の
動
き
を
早
々
に
察
知
し
、
義
英
側
へ
の
接
近
を
試
み

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
義
英
が
淡
路
へ
渡
海
し
た
形
跡
は
な
く

（
淡
路
入
り
し
た
の
は
尚
順
）、
な
ん
ら
か
の
事
実
誤
認
が
あ
っ
た
と
思
し

い
。
書
状
が
破
棄
さ
れ
た
の
も
こ
の
点
が
関
係
し
よ
う
。

　

さ
て
こ
の
遠
忠
書
状
土
代
の
存
在
は
、
遠
忠
本
人
の
事
績
を
考
え
る
上

で
も
重
大
で
あ
る
。「
大
永
元
年
」
と
い
う
年
次
は
、
確
認
し
う
る
遠
忠

の
事
績
の
な
か
で
最
も
古
く27

、
書
状
の
内
容
に
し
て
も
、
彼
が
こ
の
当
時
、

十
市
家
の
実
質
的
な
当
主
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
か

ら
で
あ
る
。

　

遠
忠
の
父
遠
治
（
新
次
郎
、
の
ち
新
左
衛
門
尉28

）
は
、
天
文
三
年
（
一

五
三
四
）
二
月
二
十
一
日
没
と
さ
れ29

、
そ
れ
ま
で
の
期
間
（
明
応
～
享
禄

年
間
）、
十
市
氏
の
事
績
は
基
本
的
に
こ
の
遠
治
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
る
。
だ
が
遠
治
自
身
の
確
実
な
事
績
は
永
正
十
四
年
（
一
五
一
七
）

十
月
の
比
丘
尼
慶
周
大
仏
殿
燈
油
料
水
田
寄
進
状
（
東
大
寺
文
書
・
一
四
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四
九
）
に
み
え
る
袖
署
判
「
十
市
新
左
衛
門
尉
（
花
押30

）」
が
最
後
で
あ
る
。

以
後
の
記
録
に
は
単
に
「
十
市
」
と
記
さ
れ
る
の
み
で
、
個
人
の
特
定
は

で
き
な
い
。
こ
の
間
、（
主
に
文
芸
資
料
だ
が
）
旺
盛
な
活
動
が
み
ら
れ

る
の
は
、
む
し
ろ
そ
の
息
遠
忠
の
ほ
う
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
永
正
末
年
に

は
、
遠
治
は
存
命
で
あ
っ
た
に
せ
よ
（
病
床
に
あ
っ
た
か
）、
十
市
家
の

主
権
は
遠
忠
に
移
譲
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

　

な
お
当
時
の
十
市
氏
は
、
同
じ
く
大
和
の
有
力
国
人
で
あ
っ
た
越
智
氏

の
押
領
に
よ
っ
て
、
牢
人
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

十
市
ノ
跡
ハ
未
越
智
知
行
之
也
、
近
日
十
市
在
京
之
身
上
、
蓬
住
之

細
身
也
ト
云
々
、 

（
祐
維
記
抄
永
正
十
七
年
八
月
条
）

　

こ
の
所
領
は
畠
山
尾
州
家
被
官
遊
佐
順
盛
（［
３
］
の
宛
所
に
も
み
え
る
）

の
と
り
な
し
に
よ
っ
て
、
翌
大
永
元
年
五
月
に
返
却
さ
れ
、「
十
市
」
も

大
和
へ
「
還
住
」
す
る
こ
と
に
な
る
（
祐
維
記
抄
）。
従
来
、
す
べ
て
遠

治
の
事
績
と
さ
れ
て
い
た
記
事
で
あ
る
が31

、
こ
こ
に
み
え
る
「
十
市
」
と

は
実
質
、
遠
忠
を
指
す
の
だ
ろ
う
（［
１
６
］
は
同
年
の
も
の
）。
遠
忠
は

永
正
十
七
年
当
時
、
二
十
四
歳
。
在
京
し
て
い
た
と
あ
り
、
後
々
の
京
都

歌
人
と
の
親
交
の
素
地
は
、
こ
の
時
培
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
に
、
遠
忠
と
足
利
義
稙
と
の
関
わ
り
を
示
す
資
料
と
し
て
、
畠
山
順

光
の
書
状
を
紹
介
し
た
い
。

［
１
１
］
畠
山
順
光
書
状
（
11
丁
紙
背
）

長
谷
川
衆
事
、
連
年
対
此
方
無
等
閑
候
、
仍
去
年
被
成
御（
足
利
義
稙
）

下
知
候
、
就

今
度
御
入
部
不
可
存
疎
意
之
通
申
遣
候
、
定
』
可
為
其
覚
悟
候
哉
、
毎

事
又
仰
合
候
者
可
然
候
、
恐
々
謹
言
、

　

六
月
廿
日　

順（
畠
山
）光
（
花
押
）

十
市
兵
（
遠
忠
）

部
少
輔
殿
』

　

畠
山
順
光
は
義
稙
の
同
朋
衆
木
阿
弥
の
息
。
畠
山
の
名
字
を
与
え
ら
れ

（
入
名
字
）、
式
部
少
輔
を
称
し
た
義
稙
第
一
の
忠
臣
で
あ
る32

。
こ
の
書
状

も
義
稙
の
意
を
達
し
た
も
の
と
み
て
よ
い
。

　

長
谷
川
衆
は
、
連
年
こ
ち
ら
（
義
稙
方
）
に
対
し
協
力
的
で
あ
り
ま
し

た
の
で
、
去
年
「
御
下
知
」
が
あ
っ
た
の
で
す
。
今
度
の
御
入
国
に
つ
き

ま
し
て
も
疎
意
な
き
よ
う
、
お
伝
え
致
し
ま
す
。
き
っ
と
そ
の
心
づ
も
り

も
あ
る
事
で
し
ょ
う
。
毎
度
ま
た
ご
相
談
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
、
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

　
「
長
谷
川
衆
（
党
）」
は
大
和
六
党
の
一
、
十
市
氏
が
刀
自
（
盟
主
）
を

つ
と
め
た
武
士
団
で
あ
る
。
十
市
氏
は
永
正
年
間
、
義
稙
（
将
軍
）
―
義

澄
（
前
将
軍
）
の
抗
争
の
際
に
、
筒
井
氏
ら
と
と
も
に
「
義
稙
方
」
に
加

勢
し
た
か
ら
、「
連
年
対
此
方
無
等
閑
」
と
は
そ
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う33

。
こ
れ
に
よ
る
「
去
年
」
の
「
御
下
知
」
が
具
体
的
に
な
に
を



─ 446 ─

指
す
か
不
明
だ
が
、
直
後
に
あ
る
「
御
入
部
」、
つ
ま
り
義
稙
の
大
和
入

国
の
計
画
を
伝
え
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
書
状
の
年
次
だ
が
、
永
正
十
七
年
段
階
で
「
在

京
之
身
上
、
蓬
住
之
細
身
」（
前
掲
祐
維
記
抄
）
で
あ
っ
た
遠
忠
に
こ
う

し
た
伝
達
を
す
る
と
は
考
え
が
た
く
、
や
は
り
大
和
に
帰
国
し
た
大
永
元

年
と
捉
え
る
の
が
穏
当
で
あ
る
（
す
る
と
「
去
年
」
の
「
御
下
知
」
と
は
、

十
市
の
所
領
返
還
に
関
す
る
処
断
を
指
す
こ
と
に
な
ろ
う34

）。
日
付
の
六

月
二
十
日
時
点
で
義
稙
が
す
で
に
淡
路
に
渡
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と

（
出
奔
は
三
月
）、
大
和
入
国
は
、
義
稙
の
京
都
奪
還
の
た
め
の
経
路
と
し

て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
入
国
は
結
局
実
現
せ
ず
、
真
意

は
不
明
と
い
う
ほ
か
な
い
。
た
だ
出
奔
後
の
義
稙
に
と
っ
て
、
遠
忠
が
そ

の
主
要
な
協
力
者
と
看
做
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
こ
に
諒
解
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

　

東
山
殿
御
詠
の
紙
背
文
書
に
は
他
に
も
、
義
稙
方
に
関
わ
る
書
状
が
存

在
し
て
い
る
（［
３
・
２
０
・
２
３
］）。
従
来
、
単
に
「
親
義
稙
」
と
理

解
さ
れ
て
い
た
遠
忠
の
事
績
を
具
体
的
に
肉
付
け
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ

ろ
う
。
ま
た
い
っ
ぽ
う
、
本
紙
背
文
書
に
は
、
六
角
氏
（［
２
・
６
・
８
・

１
８
］）
や
本
願
寺
（［
１
０
・
２
０
］）
等
、
従
来
交
遊
が
把
握
さ
れ
て

い
な
い
勢
力
と
の
書
状
も
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
整
理
・
精
読
は
す
べ

て
今
後
の
課
題
と
な
る35

。

　

遠
忠
関
係
の
書
状
は
、
三
条
西
家
旧
蔵
本
の
紙
背
文
書
を
は
じ
め
、
春

日
大
社
文
書
、
東
大
寺
文
書
等
の
中
に
そ
れ
な
り
の
数
が
残
る
が
、
多
く

受
給
者
側
と
の
関
わ
り
に
応
じ
た
文
芸
や
祭
事
関
係
の
内
容
で
あ
り
、
彼

の
武
将
と
し
て
側
面
を
窺
え
る
も
の
は
少
な
い
。
対
し
て
東
山
殿
御
詠
の

紙
背
文
書
群
は
、
反
古
で
あ
る
に
し
ろ
、
遠
忠
の
も
と
に
蒐
積
さ
れ
た
十

市
家
の
文
書
と
い
え
る
。
彼
の
全
人
像
を
把
握
す
る
上
で
看
過
で
き
な
い

史
料
群
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。

む
す
び

　

以
上
、
尊
経
閣
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
孤
本
、
東
山
殿
御
詠
の
基
礎
的
側
面

に
つ
き
、
整
理
と
検
討
を
行
い
、
書
写
者
で
あ
る
十
市
遠
忠
の
事
績
に
つ

い
て
も
伝
来
や
紙
背
文
書
に
基
づ
き
見
解
を
述
べ
た
。

　

東
山
殿
御
詠
に
収
録
さ
れ
る
内
容
は
、
興
行
・
収
録
歌
と
も
に
ほ
ぼ
全

て
が
本
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
写
し
留
め
た
遠
忠

の
功
績
は
大
き
い
。
遠
忠
の
蒐
集
し
た
歌
書
類
に
稀
本
・
善
本
が
極
め
て

多
い
こ
と
は
、
は
や
く
井
上
宗
雄
氏
が
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が36

、

本
書
も
ま
さ
し
く
そ
う
し
た
稀
本
の
一
に
入
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
義
政
・
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雅
親
等
の
歌
風
を
精
査
す
る
素
材
と
し
て
活
用
が
望
ま
れ
る
。

　

ま
た
本
書
の
第
二
の
特
色
は
、
全
丁
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
紙
背
文
書
で

あ
る
。
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
尊
経
閣
文
庫
に
は
遠
忠
関
連
の
典
籍
が

復
数
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
紙
背
文
書
を
も
つ
も
の
は
東
山
殿
御
詠
が
唯

一
で
あ
り37

、
本
書
は
そ
の
点
で
も
特
異
な
位
置
に
あ
る
伝
本
と
い
え
る
。

　

遠
忠
は
室
町
時
代
に
あ
っ
て
比
較
的
有
名
な
武
将
で
あ
る
。
だ
が
彼
は

あ
く
ま
で
大
和
の
国
衆
で
あ
り
、
記
録
に
残
る
事
績
も
断
片
的
な
も
の
に

限
ら
れ
て
い
る
。
彼
が
遺
し
た
膨
大
な
詠
草
・
典
籍
は
、
そ
う
し
た
情
報

の
欠
を
補
う
に
余
り
あ
る
が
、
こ
れ
に
頼
る
が
あ
ま
り
、
遠
忠
の
歌
人
と

し
て
の
側
面
や
評
価
が
、
か
え
っ
て
肥
大
化
し
て
し
ま
っ
た
憾
み
も
あ
る
。

大
和
国
の
一
武
将
で
あ
る
遠
忠
が
、
い
か
に
和
歌
と
出
会
い
、
熱
愛
す
る

に
い
た
っ
た
の
か
、
武
将
と
し
て
の
伝
記
を
追
い
、
そ
の
背
景
を
探
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。

　

本
稿
で
積
み
残
し
た
課
題
は
多
い
。
特
に
紙
背
文
書
に
つ
い
て
は
、
全

文
の
早
急
な
校
訂
・
公
開
の
要
が
あ
ろ
う
。
向
後
の
検
討
を
期
し
て
、
ひ

と
ま
ず
稿
を
閉
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

＊
資
料
の
引
用
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
既
刊
の
校
訂
テ
キ
ス
ト
に
拠
り
、

適
宜
表
記
を
改
め
て
い
る
。

注１ 

川
上
「
足
利
義
政
文
芸
資
料
考
─
家
集
お
よ
び
連
歌
資
料
に
つ
い

て
─
」『
三
田
國
文
』
65
号
、
二
〇
二
〇
・
一
二
。

２ 

『
国
書
総
目
録
』
で
は
、統
一
書
名
「
慈
照
院
前
左
大
臣
義
政
公
詠
」

と
し
て
掲
出
さ
れ
、
伝
本
に
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵

本
（
四
・
一
〇
六
八
九
・
一
）
が
収
録
さ
れ
る
が
、
内
容
は
⑵
源

義
政
集
（
定
数
歌
集
成
）
で
あ
る
。
注
１
論
文
参
照
。

３ 

井
上
宗
雄
ａ
「
十
市
遠
忠
に
つ
い
て
」（『
言
語
と
文
芸
』
50
号
、

一
九
六
七
・
一
）、
同
ｂ
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究　

室
町
後
期
〔
改

訂
新
版
〕』（
明
治
書
院
、
一
九
八
七
〔
初
出
：
一
九
七
二
〕）、
武

井
和
人
『
十
市
遠
忠
和
歌
典
籍
の
研
究
』（
武
蔵
野
書
院
、
二
〇

二
〇
）
等
。

４ 

井
上
宗
雄『
中
世
歌
壇
史
の
研
究　

室
町
前
期〔
改
訂
新
版
〕』（
風

間
書
房
、
一
九
八
四
〔
初
出
：
一
九
六
一
〕）
第
六
章
・
３
。

５ 

『
新
編
私
家
集
大
成 

中
世
Ⅳ
』「
12
義
政
」
解
題
（
大
島
貴
子
項

目
執
筆
）。

６ 
石
澤
一
志
・
武
井
和
人
・
日
高
愛
子
・
山
本
啓
介
「
室
町
期
歌
会

資
料
集
成
稿
─
釈
文
と
略
解
題
─
㈨
」（『
研
究
と
資
料
』
81
号
、

二
〇
一
九
・
七
）
に
翻
刻
。
な
お
、
同
時
期
に
義
政
・
雅
親
が
参
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加
し
て
い
た
月
次
歌
会
に
禁
裏
主
催
の
も
の
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら

は
日
時
が
十
八
日
で
固
定
で
あ
り
、
形
式
も
五
十
首
の
続
歌
（
定

数
歌
題
を
分
担
詠
歌
す
る
）
で
あ
る
。

７ 

唯
一
、
長
禄
四
年
二
月
は
十
六
日
（
㉛
）
と
十
九
日
（
㊸
）
の
興

行
が
重
複
す
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
歌
題
が
「
卯
花
初
開
・
郭

公
未
遍
・
被
書
恨
恋
」
と
初
夏
の
題
を
中
心
に
組
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
「
四
月
」
の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

８ 

川
上
「
室
町
時
代
公
武
月
次
歌
会
の
諸
相
─
応
仁
・
文
明
の
乱
を

軸
に
─
」『
藝
文
研
究
』
118
号
、
二
〇
二
〇
・
六
。

９ 

た
だ
し
こ
の
う
ち
一
題
の
歌
会
は
四
箇
度
に
お
よ
ぶ
（
❶
❷
❹

❺
）。
室
町
殿
月
次
会
で
の
一
首
歌
会
は
正
月
の
み
だ
が
、
東
山

殿
御
詠
の
収
録
期
間
で
、正
月
興
行
が
未
載
の
年
は
、三
年
分
（
寛

正
三
年
・
同
六
年
・
文
正
元
年
）
で
、
数
が
合
わ
な
い
。
そ
の
た

め
、
❶
～
❻
の
歌
群
に
つ
い
て
も
、
月
次
歌
会
以
外
の
出
詠
歌
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

10 

他
出
の
定
数
歌
は
、
全
て
井
上
宗
雄
・
中
村
文
編
『
中
世
百
首
歌 

八
』（
古
典
文
庫
522
、一
九
九
〇
）
所
収
。
歌
番
号
も
こ
れ
に
よ
る
。

11 

義
政
が
過
去
の
詠
を
流
用
し
た
事
例
自
体
は
存
在
す
る
。「
月
そ

と
ふ
人
は
音
せ
ぬ
柴
の
盧
の
扉
を
た
ゝ
く
松
の
あ
ら
し
に
」（
公

宴
続
歌
〔
索
引
叢
書
46
〕・
三
八
三
二
・
閑
居
月
）
は
、
文
明
十

三
年
九
月
十
八
日
禁
裏
月
次
御
会
に
お
け
る
義
政
詠
だ
が
、
同
じ

歌
が
文
明
十
七
年
百
首
（
四
四
）
に
「
山
家
月
」
詠
と
し
て
見
え

て
い
る
。

12 

た
だ
し
東
山
殿
御
詠
内
で
は
、
㊶
寛
正
二
年
十
二
月
十
三
日
室
町

殿
歌
会
「
195
冬
車
」
と
、
㊽
年
時
不
明
❻
「
232
冬
車
」
と
が
要
因

は
不
明
な
が
ら
重
複
す
る
。

13 

三
首
通
題
の
歌
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
室
町
殿
の
月
次
歌
会
（
正

月
の
ぞ
く
）
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
座
の
全
貌
が
知
れ
る
長
禄

二
年
時
点
で
の
富
子
の
参
加
は
確
認
で
き
な
い
（
室
町
殿
月
次
和

歌
）。
た
だ
次
代
義
尚
の
月
次
歌
会
始
に
は
、
義
政
と
と
も
に
出

詠
し
て
い
る
た
め
（
文
明
十
一
年
記
）、
乱
前
の
月
次
会
に
お
い

て
も
、
途
中
か
ら
人
数
（
参
加
者
）
に
加
わ
っ
て
い
た
と
し
て
も

疑
問
は
な
い
。

14 

三
条
冬
子
に
つ
い
て
は
、
吉
野
芳
恵
「
室
町
時
代
の
禁
裏
の
上
臈

─
三
条
冬
子
の
生
涯
と
職
の
相
伝
性
に
つ
い
て
─
」（『
国
学
院
雑

誌
』
85
巻
2
号
、
一
九
八
四
・
二
）、
松
薗
斉
『
中
世
禁
裏
女
房

の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
八
）
第
四
・
五
章
〔
初
出
：

二
〇
一
六
・
二
〇
一
五
〕
等
を
参
照
。
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15 
井
上
注
1
ａ
論
文
。

16 
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
加
越
能
文
庫
（
特
・
一
六
○

三
・
八
・
一
）。

17 

武
井
和
人「
室
町
後
期
南
都
に
お
け
る
和
書
の
相
承
─
一
条
兼
良
・

実
暁
・
十
市
遠
忠
を
め
ぐ
っ
て
─
」
注
2
著
書
所
収
〔
初
出
：
二

〇
〇
三
〕。
な
お「
興
福
寺
之
内
明
王
院
書
籍
之
覚
」に
つ
い
て
は
、

同
書
資
料
篇
・
上
に
翻
刻
収
録
。

18 

な
お
遠
忠
筆
で
あ
る
明
徴
は
、
本
書
の
外
的
情
報
か
ら
は
得
ら
れ

な
い
が
、
筆
跡
が
他
の
遠
忠
筆
典
籍
と
相
違
な
い
こ
と
、
ま
た
書

状
の
反
古
を
用
い
た
私
的
な
手
控
え
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
本
稿

で
は
遠
忠
筆
と
断
定
し
た
。

19 

武
井
注
2
著
書
、『
中
世
歌
合
伝
本
書
目
』（
中
世
歌
合
研
究
会
編
、

明
治
書
院
、
一
九
九
一
）
等
参
照
。

20 

井
上
宗
雄
・
伊
藤
敬
・
福
田
秀
一
編
『
中
世
歌
合
集
と
研
究
（
続
）』

（
未
刊
国
文
資
料
第
四
期
第
三
冊
、
一
九
七
四
）
一
一
〇
頁
。
執

筆
は
井
上
氏
。
な
お
同
様
の
見
解
は
井
上
注
1
ａ
論
文
に
て
、
早

く
に
示
さ
れ
て
い
る
。

21 

武
井
注
2
著
書
資
料
篇
・
下
に
「
４
五
十
番
歌
合
（
享
禄
三
年
春
）」

と
し
て
に
翻
刻
収
録
。

22 

興
福
寺
明
王
院
旧
蔵
。「
興
福
寺
之
内
明
王
院
書
籍
之
覚
」（
注
17

参
照
）
に
「
一
常
徳
院
殿
三
百
首
和
歌
／
常
徳
院
殿
御
自
筆
／
遠

忠
奥
書
有
之
」
と
し
て
み
え
る
。

23 

遠
忠
筆
相
伝
奥
書
に
「
右
御
詠
草
御
自
筆
也
、
自
李
阿
遠
忠
相
伝

之
、
于
時
享
禄
二
年
十
一
月 

日
」
と
あ
る
。

24 

後
述
［
１
６
］
が
大
永
元
年
（［
１
１
］
も
同
時
期
か
）。［
１
４
］

の
発
給
者
遊
佐
尭
家
は
、
大
永
七
年
に
没
し
て
い
る
た
め
そ
れ
以

前
。
比
較
的
時
代
が
下
る
の
は
［
２
０
］
下
間
頼
秀
書
状
で
、
発

給
者
の
頼
秀
は
享
禄
年
間
以
降
に
名
の
見
え
る
本
願
寺
の
上
座
。

天
文
八
年（
一
五
三
九
）没
な
の
で
、さ
ら
に
下
る
可
能
性
も
あ
る
。

25 

以
下
、
書
状
の
翻
刻
は
本
稿
末
尾
「
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵

『
東
山
殿
御
詠
』
翻
刻
」
の
［
凡
例
］
に
基
づ
い
て
行
っ
た
。

26 

戦
国
期
の
畠
山
総
州
家
の
奉
行
人
に
つ
い
て
は
、
川
岡
勉
「
河
内

国
守
護
畠
山
氏
に
お
け
る
守
護
代
と
奉
行
人
」『
室
町
幕
府
と
守

護
権
力
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
二
〔
初
出
：
一
九
九
七
〕）、

馬
部
隆
弘
「
畠
山
家
に
お
け
る
奉
書
の
展
開
と
木
沢
家
の
出
自
」

『
戦
国
期
細
川
権
力
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
）
第
二

部
第
五
章
〔
初
出
：
二
〇
一
七
〕
等
、
参
照
。

27 

従
来
の
指
摘
は
、
玄
誉
法
師
詠
歌
聞
書
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
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閏
三
月
末
の
詞
書
。「
後
三
月
末
つ
か
た
に
遠
忠

3

3

方3

へ
／
君
す
め

は
花
も
さ
こ
そ
と
山
里
に
春
は
こ
と
さ
ら
ゆ
く
心
哉
」（
一
八
）。

歌
番
号
は
『
新
編
私
家
集
大
成
』
に
よ
る
。

28 

多
聞
院
日
記
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
三
月
十
五
日
条
所
載
の
奉

加
帳
に
「
十
市
新
次
郎
遠
治
」
と
み
え
、
没
後
の
同
記
天
文
十
一

年
（
一
五
四
二
）
十
月
一
日
条
に
は
「
兵
（
遠
忠
）

部
少
輔
親
父
新
左
衛
門
」

と
あ
る
。
後
述
の
永
正
十
四
年
十
月
の
「
比
丘
尼
慶
周
大
仏
殿
燈

油
料
水
田
寄
進
状
」
に
は
「
十
市
新
左
衛
門
尉
（
花
押
）」
と
し

て
み
え
る
か
ら
、
こ
の
間
名
乗
り
を
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

29 

こ
の
日
時
は
、朝
倉
弘
『
奈
良
県
史 
11
大
和
武
士
』（
名
著
出
版
、

一
九
九
三
）
三
七
六
頁
を
は
じ
め
、
諸
書
に
散
見
さ
れ
る
が
、
現

状
一
次
資
料
に
基
づ
い
た
確
実
な
記
述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
大
方
の
ご
教
示
を
乞
う
。

30 

花
押
が
「〔
年
次
未
詳
〕
正
月
八
日
十
市
遠
治
書
状
」（
春
日
大
社

文
書
・
八
八
八
）
に
一
致
す
る
。

31 

朝
倉
注
29
著
書
。

32 

順
光
に
つ
い
て
は
、
設
楽
薫
「
足
利
義
材
の
没
落
と
将
軍
直
臣

団
」（『
日
本
史
研
究
』
301
号
、
一
九
八
七
・
九
）、
萩
原
大
輔
「
足

利
義
尹
政
権
考
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
229
号
、
二
〇
一
一
・
十
二
）、

山
田
康
弘
『
足
利
義
稙
─
戦
国
に
生
き
た
不
屈
の
大
将
軍
─
』（
戎

光
祥
出
版
、
二
〇
一
六
）、
川
口
成
人
「
畠
山
順
光
・
維
弘
─
流

浪
の
将
軍
に
尽
く
し
た
異
色
の
畠
山
氏
」『
戦
国
武
将
列
伝
７　

畿
内
編
【
上
】』（
天
野
忠
幸
編
、
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
二
二
）
等

を
参
照
。

33 

さ
ら
に
義
稙
は
永
正
十
四
年
（
一
五
一
七
）
に
、
順
光
を
大
和
に

遣
わ
し
、
旧
義
澄
派
の
越
智
・
古
市
氏
を
攻
め
て
い
る
（
祐
維
記

抄
四
月
十
七
日
条
、
山
田
注
32
著
書
参
照
）。
十
市
氏
の
動
向
は

は
っ
き
り
と
し
な
い
が
、お
そ
ら
く
こ
の
時
も
順
光
方
に
加
勢
し
、

知
遇
を
得
た
の
だ
ろ
う
。

34 

十
市
氏
の
所
領
回
復
を
取
り
な
し
た
の
は
、
先
述
の
通
り
尾
州
家

被
官
遊
佐
順
盛
で
あ
る
が
、
祐
維
記
抄
永
正
十
七
年
六
月
十
九
日

条
に
は
「
尾
州
御
曹
司
河（
畠
山
稙
長
）

内
二
郎
殿
并
細（
高
国
）川

殿
被
仰
之
」
て
順
盛

が
派
遣
さ
れ
た
と
あ
る
（
ち
な
み
に
交
渉
の
主
眼
は
大
和
国
人
の

一
揆
（
和
睦
）
で
あ
る
）。
こ
の
時
点
で
は
高
国
と
義
稙
は
決
裂

し
て
お
ら
ず
、
義
稙
の
意
向
が
背
後
に
あ
っ
た
と
み
て
も
不
自
然

で
は
な
い
。

35 
以
下
、現
状
判
読
し
え
た
範
囲
で
紙
背
文
書
の
翻
刻
を
列
挙
す
る
。

二
次
利
用
面
（
歌
集
）
の
裏
う
つ
り
を
反
転
し
、
な
か
ば
強
引
に
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翻
刻
し
た
た
め
、
誤
読
も
少
な
く
な
い
と
思
う
。
ご
批
正
を
切
に

願
う
次
第
で
あ
る
。

［
３
］
十
市
遠
忠
書
状
土
代
（
3
丁
紙
背
）

□
度
御
帰
参
雖
早
々
可
申
入
候
、
□
兎
角
罷
過
候
、
非
本
意
候
、
仍
太
刀

一
腰
進
入
候
、
表
祝
儀
計
候
、
於
後
向
別
而
無
御
等
閑
候
者
、
可
為
祝
着

候
、
此
方
儀
連
々
其
御（
畠
山
尚
順
）

屋
形
様
江
得
御
意
儀
候
、
態
御
』
雑
掌
可
申
入
候
、

閣
筆
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　

五
月
一
日　

遠
忠
（
花
押
）

　

遊
佐
河（
順
盛
）

内
守
殿
』

［
４
］
真
慶
書
状
（
4
丁
紙
背
）

就
孫
息
誕
生
之
儀
、
御
太
刀
一
腰
御
馬
壱
疋
送
給
候
、
畏
入
存
候
、
御
懇

之
儀
一
段
祝
着
之
』
至
候
、
目
出
度
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　

九
月
十
八
日　

真
慶
（
花
押
）

十
市
兵
部
少
輔
殿
』

［
６
］
進
藤
貞
治
書
状
（
6
丁
紙
背
）

尊
札
委
細
令
拝
見
候
、
仍
桃
尾
儀
蒙
仰
候
、
三
（
三
好
元
長
）

筑
書
状
候
分
も
相
違
候
歟
、

殊
道
（
細
川
高
国
）

永
江
自
越
智
方
切
々
被
申
候
、
其
段
□
□
対
筒
井
被
申
送
候
、
猶
大

南
殿
江
申
候
、
□
□
両
種
二
荷
送
給
候
、
毎
度
□
連
々
儀
令
□
□
之
時
、

追
而
可
申
入
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　

二
月
廿
八
日　

貞（
進
藤
）治
（
花
押
）　
○
以

下
闕
』

［
７
］
十
市
遠
忠
書
状
土
代
（
7
丁
紙
背
）

先
段
度
々
以
書
状
申
入
候
、
此
方
雑
掌
□
津
仕
候
、
致
祗
候
万
端
可
得
御

意
候
、
雖
不
珍
儀
候
、
可
然
様
仁
取
合
奉
頼
候
、　

御
屋
形
様
江
自
六（
定
頼
）
角
殿

被
申
候
、
□
同
時
御
礼
申
上
由
候
、
彼
方
之
儀
、』
□
余
儀
候
間
、
乍
恐

別
而
預
御
披
露
□
〔
候
〕者
所
仰
候
、
就
中
摂
州
衆
各
□
由
候
条
、
定
而
諸
口
御

手
遣
□
〔
可
〕為
近
日
候
哉
、
預
示
候
者
可
為
祝
着
候
、
併
御
入
魂
可
畏
存
候
、

委
細
雑
掌
可
申
分
候
、
能
々
可
得
尊
意
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
［　
　
　
　
　

］　

□
〔
遠
〕□
〔
忠
〕（

花
押
）　
○
以

下
闕
』

［
８
］
狛
「
頼
」
書
状
（
8
丁
紙
背
）

就
御
入
国
之
儀
、
委
細
蒙
仰
□
〔
三
ヵ
〕筑

令
存
知
候
、
於
時
宜
者
新（
進
藤
貞
治
）

四
郎
殿
ヘ
令

申
候
、仍
在
洛
付
而
去
程
天
野
三
荷
令
拝
領
候
、御
□
〔
懇
ヵ
〕切

之
至
、難
申
謝
候
、

遼
遠
之
境
之
条
、
一
入
畏
悦
計
候
、
兼
又
雖
極
存
其
憚
多
候
、
折
節
恩
来

之
間
、
鮒
鮨
桶
一
数
五
十
令
進
入
候
、
猶
委
曲
御
使
ヘ
令
申
候
間
、
不
能

詳
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　

三
月
十
六
日　

頼
（
狛
）（

花
押
）　
○
以

下
闕
』

［
１
０
］
下
間
頼
秀
書
状

其
後
久
不
申
通
候
、
非
本
意
候
、
仍
従
院
家
太
刀
一
腰
馬
一
疋
、
鹿
毛
印

雀
目
結
、 

以
書
状
被
進
之
候
、
猶
得
其
心
可
申
入
之
旨
候
、
随
而
一
腰
進
献
候
、
祝
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詞
計
候
、
□
而
可
被
申
之
処
何
□
□
□
迷
之
候
、
委
細
之
段
従
本
善
寺
可

被
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　

十
月
十
四
日　

頼（
下
間
）秀
（
花
押
）　
○
以

下
闕
』

［
１
８
］
十
市
遠
忠
書
状
土
代
（
18
丁
紙
背
）

当
春
御
慶
雖
事
旧
候
、
猶
以
珍
重
遂
日
重
畳
不
可
有
際
限
候
、
仍
御
太
刀

一
腰
致
進
上
候
、
表
祝
儀
計
候
、
猶
大
南
伊
豆
守
』
□
〔
可
〕申
上
之
由
、
宜
可

預
御
披
露
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　

三
月
五
日　

遠
忠
（
花
押
）

狛
修（
頼
）理亮

殿

進
（
貞
治
）

藤
新
介
殿
』

［
２
１
］
遊
佐
長
清
書
状
（
21
丁
紙
背
）

就
御
礼
儀
、
御
太
刀
一
腰
御
馬
一
疋
并
年
始
之
為
御
礼
同
御
太
刀
一
腰
令

披
露
候
、
□
何
も
目
出
度
祝
着
之
旨
、
自
社
可
然
様
ニ
』
相
心
得
可
申
入

之
由
候
、次
以
直
書
可
被
申
入
之
候
、依
委
曲
別
紙
ニ
申
之
条
、不
能
詳
候
、

恐
々
謹
言
、

　
　

二
月
一
日　

長（
遊
佐
）清

（
花
押
）

　

十
市
兵
部
少
輔
殿
』

［
２
３
］
斎
藤
時
基
書
状
（
遊
紙
1
丁
紙
背
）

　
　

油
煙
代
五
十
疋
送
給
候
、
祝
着
至
候
、

当
年
之
慶
賀
誠
之
珍
重
□
、
□
〔
其
〕後
久
御
無
音
之
条
御
無
心
元
□
、
委
細
承

候
、
抑
御
上
洛
之
□
尋
候
、
過
半
相
調
之
条
可
有
令
心
得
候
、
於
今
後
之

儀
者
諸
□
□
忠
節
次
第
之
旨
議
定
□
□
等
之
間
、
近
日
者
以
愚
息
諸
□
□

披
露
候
、
使
僧
承
子
細
候
、
以
同
□
〔
名
ヵ
〕□
近
大
夫
猶
御
使
僧
申
候
様
体
□
年

一
途
御
返
事
可
申
候
、□
□
〔
自
〕然
之
儀
不
可
有
疎
意
候
、併
□
〔
期
〕□
〔
後
〕信
候
、恐
々

謹
言
、

　
　

十
月
廿
一
日　

時（
斎
藤
）基（

花
押
）
○
以

下
闕
』　

36 

井
上
注
1
ａ
論
文
。「
管
見
に
入
っ
た
二
十
五
ほ
ど
の
遠
忠
筆
蹟

本
（
伝
を
含
む
が
）
の
内
、
十
六
は
孤
本
・
希
本
ま
た
は
注
意
す

る
に
足
る
善
写
本
で
あ
る
」。

37 

た
だ
し
「
興
福
寺
之
内
明
王
院
書
籍
之
覚
」（
注
17
参
照
）
に
み

え
る
典
籍
の
う
ち
「
近
当
聞
書
歌
抄
」
と
「
詠
歌
聞
書
」
の
二
点

に
は
「
反
故
之
裏
ニ
書
之
」
と
い
う
注
記
が
み
え
る
（
と
も
に
現

存
不
明
）。
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番
興
行
番

年
号

西
暦

月

日

興
行

始
番
終
番

歌
題

作
者

1

⑯

長
禄
四
一
四
六
〇

1

25

長
禄
四
年
正
月
二
十
五
日
室
町
殿
歌
会

60

61

松
色
春
久

義
政（
無
記
名
）・
飛
鳥
井
雅
親

2

㉜

2

16

長
禄
四
年
二
月
十
六
日
室
町
殿
歌
会

143

148

隣
家
梅
・
夕
春
雨
・
寄
海
恋

義
政
・
雅
親

3

㉖

3

15

長
禄
四
年
三
月
十
五
日
室
町
殿
歌
会

111

116

惜
花
・
雲
雀
・
閑
居

義
政
・
雅
親

4

㊹

4?

19

長
禄
四
年
二
月
十
九
日
室
町
殿
歌
会

207

212

卯
花
初
開
・
郭
公
未
遍
・
被
書
恨
恋

義
政
・
雅
親

5

⑳

6

26

長
禄
四
年
六
月
二
十
六
日
室
町
殿
歌
会

75

80

蓮
露
・
夕
立
・
暁
恋

義
政
・
雅
親

6

㉓

7

29

長
禄
四
年
七
月
二
十
九
日
室
町
殿
歌
会

93

98

早
涼
知
秋
・
野
外
草
花
・
湖
水
眺
望

義
政
・
雅
親

7

㉑

8

25

長
禄
四
年
八
月
二
十
五
日
室
町
殿
歌
会

81

86

秋
色
・
秋
声
・
秋
香

義
政
・
雅
親

8

㊷

10

26

長
禄
四
年
十
月
二
十
六
日
室
町
殿
歌
会

199

200

竹
不
改
色

義
政
・
雅
親

9

㉙

11

13

長
禄
四
年
十
一
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会

129

134

水
鳥
・
積
雪
・
述
懐

義
政
・
雅
親

10

㉚

寛
正
二
一
四
六
一

1

13

寛
正
二
年
正
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会

135

136

寄
国
祝　
　
　

義
政
・
雅
親

11

㊼

4

13

寛
正
二
年
四
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会

225

230

更
衣
惜
春
・
民
戸
早
苗
・
相
互
忍
恋

義
政
・
雅
親

12

㉔

5

28

寛
正
二
年
五
月
二
十
八
室
町
殿
歌
会

99

104

郭
公
・
蚊
遣
火
・
野
風

義
政
・
雅
親

13

㉞

6

13

寛
正
二
年
六
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会

151

156

蝉
・
泉
・
恋

義
政
・
雅
親

14

㉗

8

29

寛
正
二
年
八
月
二
十
九
日
室
町
殿
歌
会

117

122

月
前
風
・
禁
中
月
・
寄
月
旅

義
政
・
雅
親

15

⑤

11

27

寛
正
二
年
十
一
月
二
十
七
日
室
町
殿
歌
会

11

16

山
冬
月
・
狩
場
雪
・
寄
舟
恋

義
政
・
雅
親

16

㊶

12

13

寛
正
二
年
十
二
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会

193

198

冬
煙
・
冬
江
・
冬
車

義
政
・
雅
親

17

㊺

寛
正
三
一
四
六
二

2

13

寛
正
三
年
二
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会

213

218

浜
余
寒
・
水
辺
柳
・
祈
逢
恋

義
政
・
雅
親

18

④

6

13

寛
正
三
年
六
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会

8

10

夏
天
象
・
夏
地
儀
・
夏
雑
物

義
政

19

㊸

8

13

寛
正
三
年
八
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会

201

206

鹿
声
何
方
・
浦
辺
見
月
・
樵
路
夕
雨

義
政
・
雅
親

20

⑱

11

13

寛
正
三
年
十
一
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会

63

68

石
間
氷
・
雪
似
花
・
閑
居
恋

義
政
・
雅
親

21

㊳

12

13

寛
正
三
年
十
二
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会

175

180

月
照
網
代
・
家
々
歳
暮
・
雲
隔
遠
望

義
政
・
雅
親

22

㉝

寛
正
四
一
四
六
三

1

13

寛
正
四
年
正
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会

149

150

庭
梅
久
盛

義
政
・
雅
親

23

⑧

2

13

寛
正
四
年
二
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会

29

34

尋
花
・
春
駒
・
初
恋

義
政
・
雅
親

24

②

4

13

寛
正
四
年
四
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会

2

4

首
夏
藤
・
名
所
夜
月
・
寄
雨
恋

義
政

25

⑥

6

13

寛
正
四
年
六
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会

17

22

行
路
夕
顔
・
夏
夜
待
風
・
思
不
言
恋

義
政
・
雅
親

26

⑨

12

13

寛
正
四
年
十
二
月
十
三
日
室
町
殿
歌
会

35

40

桧
原
雪
・
暁
埋
火
・
寄
民
祝

義
政
・
雅
親

［
別
表
］
東
山
殿
御
詠
所
収
興
行
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一
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○
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
東
山
殿
御
詠
』
翻
刻

［
凡
例
］

一
、
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
東
山
殿
御
詠
』（
一
二
・
二
七
・
書
）

の
全
文
を
翻
刻
す
る
。

一
、
漢
字
の
正
字
・
異
体
字
に
つ
い
て
は
「
歌
・
哥
・
謌
」
の
よ
う
に
使

い
分
け
が
な
さ
れ
る
場
合
の
あ
る
も
の
を
除
き
、
全
て
現
時
通
用
の

字
体
に
改
め
た
。

一
、
改
頁
の
箇
所
は
「 

』 

」
を
付
し
、
丁
数
・
表
裏
を
示
し
た
。

一
、
虫
損
に
よ
り
文
字
が
欠
損
し
て
い
る
も
の
は
□
、
残
画
か
ら
文
字
が

判
断
で
き
る
も
の
は
、
そ
の
文
字
を
□
で
囲
い
示
し
た
。

一
、
誤
脱
が
想
定
さ
れ
る
箇
所
は
、（
マ
マ
）
と
傍
記
し
、
内
容
が
推
定

で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
〔
某
カ
〕
の
よ
う
に
示
し
た
。

一
、
人
名
や
参
考
の
た
め
の
注
記
は
、（　

）
を
以
て
傍
記
、
あ
る
い
は

本
行
中
に
記
し
た
。
特
に
飛
鳥
井
雅
親
・
日
野
富
子
詠
の
よ
う
に
歌

題
と
和
歌
と
の
間
に
距
離
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
歌
頭
に
歌
題

を
示
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
適
宜
「
＊
」
を
付
し
て
注
記
し
た
。

一
、
ミ
セ
ケ
チ
は
左
傍
に
「
〻
」、
右
傍
に
訂
正
内
容
の
形
で
示
し
た
。

一
、
補
入
に
つ
い
て
は
原
則
行
内
に
収
め
特
に
示
し
て
い
な
い
。

一
、
各
歌
頭
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。
重
出
歌
に
関
し
て
も
別
個
に
扱
っ

て
い
る
。

一
、
末
尾
に
《
初
句
索
引
》
を
付
し
た
。
そ
の
際
仮
名
遣
い
は
、
本
文
の

用
字
に
関
わ
ら
ず
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
統
一
し
た
。

《
翻
刻
》

東（
朱
筆
）山
和
哥
集

　
（
十
二
行
分
空
白
）

東
山
殿
御
詠　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

』
1
オ

 

』
1
ウ

御
詠　

慈（
足
利
義
政
）

照
院
殿

　
　
　

椿
葉
契
久　
寛
正
五

正
十
三

1
さ
ら
に
い
ま
八
千
代
を
ち
き
る
た
ま
つ
は
き

　

つ
ら
〳
〵
お
も
ふ
し
る
そ
久
し
き

　
　
　

首
夏
藤　

名
所
夏
月　

寄
雨
恋　
寛
正
四　

四　

十
三

2
ぬ
れ
て
折
し
名
残
と
そ
み
る
春
過
て

　

い
く
日
も
あ
ら
ぬ
や
と
の
ふ
ち
な
み

3
い
と
ゝ
な
を
み
る
ほ
と
も
な
き
な
つ
み
川
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か
た
ふ
く
月
の
や
ま
か
け
に
し
て

4
と
は
ぬ
夜
は
身
を
し
る
雨
の
か
き
く
ら
し

　

お
ち
こ
そ
ま
さ
れ
袖
の
た
ま
み
つ

野
霜　

冬
月　

眺
望　
寛
正
六　
　

十　

廿
七

5
見
し
秋
の
千
草
は
夢
か
か
れ
は
つ
る

　

た
ま
つ
ら
の
野
の
霜
の
あ
け
ほ
の 

』
2
オ

6
い
ま
も
た
ゝ
雪
の
木
の
ま
を
も
る
ほ
と
は

　

月
と
花
と
の
は
る
の
お
も
か
け

7
わ
た
の
は
ら
た
な
ひ
く
雲
の
は
れ
ゆ
け
は

　

お
き
に
か
す
そ
ふ
あ
ま
の
つ
り
ふ
ね

夏
天
象　

夏
地
儀　

夏
雑
物　
寛
正
三　
　

六　

十
三

8
山
風
に
行
か
ふ
雲
の
ひ
ま
み
え
て

　

か
た
へ
そ
は
る
ゝ
ゆ
ふ
た
ち
の
あ
め

9
む
す
ふ
手
に
夏
を
わ
す
れ
て
山
の
井
の

あ
か
ぬ
木
か
け
に
け
ふ
も
く
ら
し
つ

10
ひ
ま
も
な
く
な
ら
す
こ
ろ
か
な
い
ま
い
く
か

あ
ら
は
を
く
へ
き
ね
や
の
あ
ふ
き
を

山
冬
月　

狩
場
雪　

寄
舟
恋　
寛
正
二　
　
　

十
一　

廿
七

11
さ
や
け
さ
は
秋
に
ま
さ
き
も
ち
り
は
て
ゝ

　

と
山
の
月
の
か
け
そ
さ
ひ
し
き 

』
2
ウ

12
た
つ
水
の
行
ゑ
も
見
え
す
ふ
る
雪
に

あ
は
せ
か
ね
た
る
野
へ
の
た
か
人

13
ね
を
そ
な
く
人
に
こ
ゝ
ろ
を
お
き
つ
と
り

　

鴨
と
い
ふ
ふ
ね
よ
そ
に
こ
か
れ
て

14
に（
山
冬
月
）
ほ
の
う
み
の
浪
ち
こ
ほ
り
て
い
て
ぬ
ら
し

　

み
や
こ
に
さ
ゆ
る
や
ま
の
は
の
月　

雅
（
飛
鳥
井
）

親

15
ふ（
狩
場
雪
）

る
雪
に
道
た
と
〳
〵
し
か
へ
る
さ
の

　

つ
き
ま
つ
は
か
り
か
り
や
く
ら
さ
む

16
さ（
寄
舟
恋
）

は
る
し
も
え
に
や
あ
る
ら
ん
身
を
う
ら
に

　

あ
し
分
を
ふ
ね
こ
き
か
へ
り
つ
ゝ

　
　
　

行
路
夕
顔　

夏
夜
待
風　

思
不
言
恋　
寛
正
四　

六　

十
三

17
た
よ
り
に
や
お
り
て
見
つ
ら
ん
玉
ほ
こ
の

　

ゆ
く
て
に
さ
け
る
ゆ
ふ
か
ほ
の
は
な

18
も
と
あ
ら
の
小
萩
か
露
に
あ
ら
ね
と
も 

』
3
オ

　

な
つ
の
よ
と
こ
に
か
せ
そ
ま
た
る
ゝ

19
つ
ゝ
む
そ
よ
お
も
ふ
と
し
ら
は
太
（
マ
マ
）方

に

　

な
れ
ぬ
る
中
も
と
を
さ
か
る
や
と

20
ま（
行
路
夕
顔
）

か
き
そ
と
み
れ
は
さ
な
か
ら
み
ち
つ
ら
の
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し
つ
か
軒
は
に
さ
け
る
ゆ
ふ
か
ほ　

雅
親

21
あ（
夏
夜
待
風
）

つ
き
日
の
な
を
名
残
あ
る
岩
か
ね
に

　

水
せ
く
よ
ひ
も
ま
つ
か
せ
の
声

22
い（
思
不
言
恋
）

た
つ
ら
に
お
も
ふ
す
ち
を
も
い
は
ぬ
ま
の

　

う
き
み
く
り
な
は
く
ち
や
は
て
ま
し

　
　
　

擣
衣
到
暁　

雨
添
紅
葉　

疑
真
偽
恋　
寛
正
六　

九　

十
四

23
夜
や
さ
む
き
ね
さ
め
て
き
け
は
里
人
の

　

な
を
う
ち
し
き
る
あ
さ
の
さ
こ
ろ
も

24
む
ら
し
く
れ
は
れ
ぬ
る
あ
と
に
た
ち
そ
ひ
て

　

ゆ
ふ
日
も
そ
む
る
み
ね
の
も
み
ち
は 

』
3
ウ

25
ひ
と
か
た
に
え
こ
そ
た
の
ま
ね
い
つ
は
り
の

　

あ
る
世
に
ち
き
る
人
の
こ
と
の
葉

26
ま（
擣
衣
到
暁
）

た
き
な
く
ゆ
ふ
つ
け
鳥
か
か
ら
こ
ろ
も

　

お
り
は
へ
月
に
あ
か
す
う
つ
夜
を　

雅
親

27
け（
雨
添
紅
葉
）

さ
そ
な
を
ふ
り
い
て
の
い
ろ
は
あ
ら
は
る
ゝ

　

昨
日
し
く
れ
し
や
ま
の
も
み
ち
は

28
ち（
疑
真
偽
恋
）

き
り
し
を
た
の
み
も
は
て
ぬ
こ
ゝ
ろ
を
は

　

見
え
し
や
人
の
う
ら
み
も
そ
す
る

　
　
　

尋
花　

春
駒　

初
恋　
寛
正
四　

二　

十
三

29
さ
く
花
の
み
ま
く
ほ
し
さ
に
け
ふ
い
く
か

　

行
て
は
き
ぬ
る
は
る
の
や
ま
み
ち

30
春
あ
さ
き
み
き
は
の
草
を
ふ
み
し
た
き

　

沢
辺
に
あ
さ
る
つ
る
ふ
ち
の
こ
ま

31
う
ち
つ
け
の
色
に
や
や
か
て
み
え
な
ま
し 

』
4
オ

　

つ
ゝ
み
も
な
れ
ぬ
袖
の
な
み
た
は

32
の（
尋
花
）
と
か
な
る
宮
古
の
春
の
や
と
も
り
や

　

山
ち
の
は
な
を
お
も
ひ
や
る
覧　

雅
親

33
は（
春
駒
）

る
の
く
る
そ
な
た
の
風
に
あ
た
り
て
も

　

い
は
え
に
け
り
な
野
辺
の
あ
ら
こ
ま

34
さ（
初
恋
）

は
る
と
も
ま
よ
ひ
や
ゆ
か
ん
我
恋
の

　

や
ま
口
し
る
く
し
け
き
人
め
に

　
　
　

桧
原
雪　

暁
埋
火　

寄
民
祝　
寛
正
四　
　

十
二　

十
三

35
名
の
み
し
て
山
は
あ
な
し
の
を
と
も
な
し

　

ひ
は
ら
の
こ
す
ゑ
ゆ
き
つ
も
る
こ
ろ

36
を
く
し
も
や
あ
か
つ
き
ふ
か
く
な
り
ぬ
ら
ん

　

き
え
ぬ
も
さ
む
き
ね
や
の
う
つ
み
火

37
か
し
こ
し
な
畔
を
ゆ
つ
り
し
い
に
し
へ
に

　

民
の
こ
ゝ
ろ
も
か
へ
る
と
き
代
そ 

』
4
ウ
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38
ゆ（
桧
原
雪
）
く
人
も
か
し
ら
の
雪
を
は
ら
ふ
ら
し

　

お
ひ
の
ひ
は
ら
の
山
の
し
た
道　

雅
親

39
ね（
暁
埋
火
）
さ
め
し
て
道
を
も
身
を
も
お
こ
し
え
ぬ

　

思
ひ
の
と
も
と
む
か
ふ
う
つ
み
火

40
こ（
寄
民
祝
）
れ
そ
こ
の
き
み
か
め
く
み
と
み
ゆ
る
世
を

　

お
も
ひ
も
し
ら
て
民
そ
さ
か
ふ
る

　
　
　

鶯
是
万
春
友

41
ち
き
る
そ
よ
千
と
せ
の
し〔
春
ヵ
〕る

を
十
か
へ
り
の

　

松
よ
り
す
た
つ
や
と
の
う
く
ひ
す

　
　
　

雪
似
白
雲　

梅
告
春
近　

夜
過
関
路　
寛
正
六　
　

十
二　

十
三

42
た
つ
は
雪
つ
も
る
は
雲
か
い
つ
れ
と
も

　

え
こ
そ
み
わ
か
ね
を
ち
の
山
の
は

43
ま
た
き
よ
り
に
ほ
ひ
も
し
る
く
か
つ
さ
き
て

　

音春
欤

を
も
よ
ほ
す
庭
の
梅
か
え 
』
5
オ

44
関
の
戸
も
さ
す
よ
な
ら
ね
は
を
の
つ
か
ら

　

よ
る
も
そ
こ
ゆ
る
あ
ふ
さ
か
の
山

45
た（
雪
似
白
雲
）

つ
と
み
し
横
川
の
雲
の
色
な
か
ら

　

ゆ
き
の
八
重
や
ま
み
ね
と
ち
に
け
り　

雅
親

46
こ（
梅
告
春
近
）

ゝ
ろ
あ
り
て
春
の
と
な
り
を
と
へ
と
て
や

　

片
枝
つ
れ
な
き
む
め
の
は
つ
花

47
く（
夜
過
関
路
）

ら
き
夜
に
こ
え
て
や
す
ら
ふ
相
坂
の

　

と
り
の
は
つ
ね
を
あ
と
に
こ
そ
き
け

迎
春
祝
言

48
色
そ
そ
ふ
し
け
き
柳
の
い
と
な
み
も

か
わ
ら
ぬ
や
と
に
春
を
ま
ち
え
て

49
わ
か
き
み
の
御
代
を
の
と
け
み
あ
ら
玉
の

と
し
ゆ
き
か
へ
り
春
も
き
に
け
り　

雅
親

七
夕
糸　

古
砌
荻　

忍
絶
恋　
文
正
元　

七 

廿
六 

』
5
ウ

七
夕
糸

50
た
か
世
よ
り
こ
の
は
つ
秋
に
初
瀬
女
の

手
に
ま
く
糸
も
空
に
か
す
ら
ん

古
砌
荻

51
壁
に
ふ
す
こ
け
も
露
せ
く
庭
ふ
り
て

お
き
原
と
を
み
か
せ
す
さ
ふ
こ
ろ

忍
絶
恋

52
く
め
ち
に
は
跡
の
こ
れ
と
も
世
に
し
ら
す

か
け
し
一
夜
の
峰
の
う
き
は
し

夏
天
象　
＊
以
下
三
首
、
直
前
ノ
興
行
ト
別
日
カ
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53
あ
ま
つ
空
よ
も
に
む
ら
〳
〵
雲
こ
り
て

い
と
あ
つ
き
日
に
吹
か
せ
も
な
し

夏
地
儀

54
た
え
〳
〵
に
柴
の
し
た
み
つ
な
か
れ
出
る 

』
6
オ

を
と
も
夏
な
き
ひ
む
ろ
山
か
な

夏
枕〔

雑
ヵ
〕物

55
な
か
し
て
ふ
ほ
と
は
な
け
れ
と
ぬ
る
夜
半
に

枕
は
し
る
や
秋
ち
か
き
こ
ろ

椿
葉
契
久　
＊
コ
ノ
歌
、
直
前
ノ
会
ト
別
日
カ

56
た
ま
つ
は
き
ひ
ろ
き
樹
に
皆
人
の

八
千
代
の
か
け
を
た
の
む
ひ
さ
し
さ

（
以
下
七
行
分
空
白
） 

』
6
ウ

57
た（
七
夕
糸
）

な
は
た
の
ね
か
ひ
の
糸
や
い
つ
よ
り
か

た
え
ぬ
ち
き
り
に
む
す
ひ
を
き
け
ん 

58
す（
古
砌
荻
）

み
わ
ひ
て
た
れ
秋
か
せ
を
う
ら
む
ら
ん

荻
は
ら
た
か
き
ふ
る
さ
と
の
に
は

59
人（
忍
絶
恋
）

し
れ
す
し
の
ふ
か
原
の
か
よ
ひ
ち
は

し
け
る
に
つ
け
て
た
え
は
て
に
け
り

 

＊
以
上
三
首
50
～
52
ト
同
題
ノ
雅
親
詠
ヵ

松
色
春
久　
長
禄
四　

正　

廿
五

60
い
く
千
代
そ
む
か
し
の
春
を
う
つ
し
う
へ
て

今
一
し
ほ
の
や
と
の
松
か
枝

61
春
の
い
ろ
か
つ
み
え
て
け
り
此
や
と
に

松
の
お
も
は
ん
千
世
の
行
末　

雅
親

鶴
有
遐
齢

62
池
の
お
も
に
よ
り
く
る
浪
の
や
し
は
子
も

か
す
〳
〵
み
ゆ
る
千
代
の
友
つ
る 

』
7
オ

石
間
氷　

雪
似
花　

閑
居
恋　
寛
正
三　
　

十
一　

十
三

63
山
川
や
い
は
ま
を
せ
は
み
行
水
の

な
を
た
え
〳
〵
に
こ
ほ
る
こ
ろ
か
な

64
ふ
り
つ
も
る
こ
す
ゑ
の
雪
の
花
に
さ
へ

さ
そ
ふ
あ
ら
し
を
ま
た
い
と
ひ
つ
ゝ

65
人
と
は
ぬ
む
く
ら
の
や
と
の
ひ
と
り
ね
は

お
も
ひ
あ
り
と
も
い
か

〻

〻

〻

て
し
るら
せ
ん

ら
ん

66
こ（
石
間
氷
）

す
な
み
の
し
つ
く
も
こ
り
て
山
川
の

い
は
ま
は
た
か
く
こ
ほ
る
こ
ろ
か
な　

雅
親

67
さ（
雪
似
花
）

く
ら
し
も
花
と
も
み
ゆ
る
ま
き
桧
原

な
ひ
く
は
雪
の
す
か
た
な
れ
と
も
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68
袖（
閑
居
恋
）
の
色
も
ふ
か
き
お
も
ひ
に
露
け
き
を

た
ゝ
に
あ
さ
ち
か
や
と
ゝ
み
る
覧

夕
立
風　

六
月
祓　

被
厭
恋　
寛
正
六　

六　

廿
三 

』
7
ウ

69
ゆ
ふ
た
ち
の
な
こ
り
の
露
を
ふ
く
か
せ
に

あ
と
ま
て
す
ゝ
し
に
は
の
草
む
ら

70
た
れ
か
け
ふ
河
辺
の
あ
さ
ち
ひ
と
か
た
に

か
り
の
世
い
と
ふ
み
そ
き
し
つ
ら
ん

71
お
も
ひ
の
み
な
を
は
れ
や
ら
ぬ
う
き
身
哉

な
き
た
る
あ
さ
の
空
に
き
え
な
て

72
浪（
夕
立
風
）

た
か
き
名
残
は
見
え
て
か
さ
は
や
の

み
ほ
の
う
ら
は
に
す
く
る
夕
た
ち　

雅
親

73
春（
六
月
祓
）

秋
も
ぬ
さ
と
た
む
け
ぬ
み
そ
き
川

お
し
む
に
ゝ
た
る
な
つ
の
わ
か
れ
ち

74
し（
被
厭
恋
）

ゐ
て
な
を
し
た
ふ
こ
ゝ
ろ
を
い
と
ふ
に
や

人
も
わ
す
れ
ぬ
う
き
身
な
る
ら
ん

蓮
露　

夕
立　

暁
恋　
長
禄
四　

六　

廿
六

75
う
ち
な
ひ
き
か
ほ
る
も
す
ゝ
し
風
わ
た
る 

』
8
オ

池
の
は
ち
す
の
は
な
の
ゆ
ふ
露

76
夕
た
ち
の
空
に
な
る
神
は
き
こ
え
き
て

照
日
を
さ
く
る
雲
の
す
ゝ
し
さ

77
お
も
ひ
い
て
ゝ
袖
こ
そ
ぬ
る
れ
つ
ゆ
ふ
か
き

わ
け
こ
し
篠
の
し
の
ゝ
め
の
そ
ら

78
を（

蓮
露
）ふ
ね
こ
く
さ
ほ
の
し
つ
く
も
し
ら
露
の

た
ま
こ
き
ち
ら
す
池
の
は
ち
す
葉　

雅
親

79
い（

夕
立
）つ

の
ま
に
み
た
れ
て
雨
の
き
ほ
ふ
ら
ん

ゆ
ふ
た
ち
雲
の
こ
り
し
山
の
は

80
う（

暁
恋
）ち

な
ひ
き
い
ま
は
た
の
ま
む
ゆ
め
も
や
は

有
明
の
月
に
か
ね
ひ
ゝ
く
な
り

秋
色　

秋
声　

秋
香　
長
禄
四　

八　

廿
五

81
山
の
は
に
う
つ
る
ゆ
ふ
日
の
影
ま
て
も

い
つ
し
か
秋
の
い
ろ
や
見
ゆ
覧 

』
8
ウ

82
か
す
か
な
り
さ
と
の
あ
き
か
せ
た
え
〳
〵
に

さ
そ
ふ
き
ぬ
た
の
あ
か
つ
き
の
こ
ゑ

83
ぬ
し
や
た
れ
あ
か
ぬ
に
ほ
ひ
の
ふ
ち
は
か
ま

き
て
と
ふ
人
も
嵐
ふ
く
野
に

84
時（
秋
色
）雨

に
は
ま
た
そ
め
や
ら
ぬ
か
た
岡
に

秋
を
色
と
る
も
り
の
う
す
き
り　

雅
親

85
萩（

秋
声
）の

う
へ
の
露
を
か
た
し
く
ね
覚
か
な
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あ
は
れ
夜
ふ
か
き
は
つ
か
り
の
こ
ゑ

86
山（

秋
香
）ち

な
る
草
は
千
世
ま
て
に
ほ
ふ
そ
と

や
と
に
う
つ
し
て
君
そ
し
る
へ
き

嵐
吹
寒
草　

浦
伝
千
鳥　

依
恋
祈
身　
寛
正
五　

十　

十
三

87
を
く
霜
を
は
ら
ふ
と
み
れ
は
冬
草
の

な
を
し
ほ
れ
行
あ
さ
嵐
か
な

88
い
つ
く
に
か
友
さ
そ
ふ
ら
ん
さ
よ
千
と
り 

』
9
オ

こ
と
う
ら
浪
に
こ
ゑ
と
を
さ
か
る

89
行
末
の
玉
の
を
か
け
て
い
の
る
か
な

な
か
ら
へ
は
又
あ
ふ
世
あ
り
や
と

90
宮（
嵐
吹
寒
草
）

城
野
や
露
を
も
か
り
し
萩
か
え
は

ま
た
ぬ
あ
ら
し
に
し
も
ま
か
ふ
こ
ろ　

雅
親

91
つ（
浦
伝
千
鳥
）

ま
し
た
ふ
い
く
浦
千
と
り
う
か
れ
き
て

あ
く
る
と
ま
や
の
月
に
な
く
覧

92
あ（
依
恋
祈
身
）

ふ
ま
て
の
身
を
た
に
ま
も
れ
恋
し
な
は

神
も
み
し
め
の
名
は
た
ち
ぬ
へ
し

早
涼
知
秋　

野
外
草
花　

湖
水
眺
望　
長
禄
四　

七　

廿
九

93
な
つ
こ
ろ
も
秋
に
も
か
ふ
る
も
の
な
ら
は

今
朝
ふ
く
風
も
袖
に
し
ら
れ
し

94
を
き
ま
よ
ふ
野
は
ら
の
露
に
み
た
れ
あ
ひ
て

お
は
な
か
袖
も
は
き
か
花
す
り 

』
9
ウ

95
暮
そ
む
る
か
た
え
の
お
き
の
波
ま
よ
り

ほ
の
か
に
み
ゆ
る
い
さ
り
火
の
か
け

96
袖（
早
涼
知
秋
）

む
か
ふ
か
せ
よ
り
秋
の
こ
ゝ
ろ
に
て

い
つ
し
か
す
ら
し
み
る
月
の
か
け　

雅
親

97
露（
野
外
草
花
）

ふ
か
み
花
は
む
も
れ
て
野
へ
は
た
ゝ

い
ろ
の
ち
く
さ
の
玉
を
し
く
こ
ろ

98
志（
湖
水
眺
望
）

賀
の
山
の
か
ね
や
き
く
覧
つ
り
人
の

け
ふ
も
く
れ
ぬ
と
こ
き
か
へ
る
み
ゆ

郭
公　

蚊
遣
火　

野
風　
寛
正
二　

五　

廿
八

99
き
ゝ
て
な
を
物
お
も
へ
と
や
ほ
と
ゝ
き
す

雲
の
は
た
て
に
な
き
て
す
く
ら
ん

100
か
や
り
た
く
む
く
ら
の
や
と
の
夕
け
ふ
り

思
ひ
あ
り
と
は
よ
そ
に
み
ゆ
ら
し

101
や
す
く
ぬ
る
夢
も
さ
む
ら
し
か
る
も
か
く 

』
10
オ

猪
名
野
の
を
さ
ゝ
か
せ
さ
は
く
よ
は

102
な（
郭
公
）け

や
な
を
を
の
か
さ
月
は
い
く
か
し
も

あ
ら
し
い
ま
は
の
山
ほ
と
ゝ
き
す　

雅
親
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103
蚊（
蚊
遣
火
）
や
り
た
く
か
た
つ
河
霧
の
面
影
に

さ
と
う
ち
け
ふ
る
よ
と
の
あ
け
ほ
の

104
あ（
野
風
）つ
ま
野
に
を
か
や
お
り
し
き
さ
ぬ
る
夜
の

夢
も
み
た
る
ゝ
か
せ
す
さ
ふ
な
り

花
下
送
日　

春
雉
思
子　

寄
濈
尽
恋　
寛
正
五 　

三 

廿
六

105
け
ふ
い
く
か
き
つ
ゝ
な
れ
ぬ
る
木
の
も
と
に

あ
か
て
ち
り
な
ん
花
を
し
そ
お
も
ふ

106
よ
る
の
霧
の
お
な
し
思
ひ
に
音
を
そ
な
く

籠
の
う
ち
な
ら
ぬ
野
辺
の
き
ゝ
す
も

107
く
ち
は
て
ん
袖
や
な
み
た
の
み
を
つ
く
し

ふ
か
き
う
ら
み
の
し
る
し
な
る
へ
き 

』
10
ウ

108
お（
花
下
送
日
）

ほ
つ
か
な
花
か
け
と
ひ
し
夕
つ
く
夜

有
明
ま
て
の
ふ
る
さ
と
の
そ
ら　

雅
親

109
な（
春
雉
思
子
）

れ
も
子
は
す
て
か
た
き
よ
と
く
れ
竹
の

ね
に
な
く
き
ゝ
す
た
つ
か
た
も
な
し

110
え（
寄
濈
尽
恋
）

に
し
あ
る
と
は
か
り
も
み
よ
み
を
つ
く
し

ほ
か
ゆ
く
舟
の
ま
ほ
な
ら
す
と
も

惜
花　

雲
雀　

閑
居　
長
禄
四　

三　

十
五

111
あ
か
す
み
て
ち
ら
ぬ
よ
り
ま
つ
し
た
ふ
か
な

花
に
う
つ
ろ
ふ
は
る
の
日
影
を

112
こ
を
お
も
ふ
ほ
と
そ
し
ら
る
ゝ
あ
か
り
て
も

や
か
て
を
ち
く
る
野
辺
の
ひ
は
り
は

113
人
な
く
て
風
の
と
ふ
な
る
庭
の
お
も
は

跡
な
き
こ
け
に
露
そ
み
た
る
ゝ

114
い（
惜
花
）さ
ゝ
ら
は
花
な
き
里
に
や
と
か
り
て 

』
11
オ

ち
る
ま
て
は
み
し
こ
ゝ
ろ
つ
く
し
に　

雅
親

115
春（
雲
雀
）ふ

か
き
す
ゑ
の
ゝ
か
す
み
な
く
ひ
は
り

空
に
の
み
し
て
た
ら
ぬ
日
も
な
し

116
し（
閑
居
）つ

か
に
も
す
め
る
と
し
か
な
松
の
と
し

竹
の
よ
は
ひ
を
ひ
と
り
か
そ
へ
て

月
前
風　

禁
中
月　

寄
月
旅　
寛
正
二　

八　

廿
九

117
雲
は
れ
て
月
は
ひ
か
り
を
花
さ
か
り

ふ
く
や
あ
ら
し
も
い
と
は
て
そ
み
る

118
と
こ
ろ
か
ら
わ
き
て
ひ
か
り
を
み
か
く
ら
ん

お
ほ
は
の
椋
の
木
の
ま
も
る
月

119
月
か
け
の
さ
や
の
中
山
た
と
ら
て
や

よ
る
も
こ
え
行
あ
き
の
旅
人

120
身（
月
前
風
）

に
そ
し
む
雲
き
え
は
て
ゝ
月
影
の
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む
な
し
き
い
ろ
を
は
ら
ふ
秋
か
せ　

雅
親 

』
11
ウ

121
衛（
禁
中
月
）

士
の
た
く
ほ
か
け
ほ
の
か
に
さ
夜
ふ
け
て

月
は
玉
し
く
庭
の
し
つ
け
さ

122
旅（
寄
月
旅
）
に
し
て
月
や
み
る
ら
ん
と
は
か
り
は

思
ひ
い
つ
へ
き
ふ
る
さ
と
の
空

名
所
氷
室　

樹
陰
如
秋　

岸
頭
待
舟　
寛
正
五
六

　

十
三

123
わ
す
れ
て
は
冬
か
と
そ
お
も
ふ
ひ
む
ろ
山

あ
た
り
も
さ
ゆ
る
小
野
の
あ
さ
か
せ

124
こ
れ
や
こ
の
涼
し
さ
ま
ね
く
玉
か
し
は

木
か
け
は
ま
た
き
あ
き
か
せ
の
ふ
く

125
わ
た
し
舟
い
て
つ
る
あ
と
の
河
き
し
に

こ
き
か
へ
る
ま
を
ま
つ
そ
久
し
き

126
松（
名
所
氷
室
）

か
さ
き
と
け
ぬ
ひ
む
ろ
に
を
と
さ
え
て

春
た
つ
ほ
と
の
風
た
に
や
な
き　

雅
親

127
月（
樹
陰
如
秋
）

も
み
ぬ
か
つ
ら
の
も
と
の
ゆ
ふ
す
ゝ
み 

』
12
オ

あ
や
し
や
あ
き
に
か
よ
ふ
か
け
か
な

128
渡（
岸
頭
待
舟
）

辺
に
よ
ふ
舟
い
そ
け
い
こ
ま
や
ま

ゆ
ふ
た
ち
き
ほ
ふ
雲
の
か
ゝ
れ
る

水
鳥　

積
雪　

述
懐　
長
禄
四　
　

十
一　

十
三

129
と
ち
は
て
ぬ
池
の
こ
ほ
り
の
ひ
ま
み
え
て

た
え
〳
〵
の
こ
る
に
ほ
の
か
よ
ひ
路

130
ふ
り
く
ら
す
雪
の
高
ね
は
中
〳
〵
に

う
つ
も
れ
て
こ
そ
あ
ら
は
れ
に
け
れ

131
し
き
し
ま
の
道
の
さ
か
ゆ
く
と
き
に
こ
そ

ま
な
ひ
え
ぬ
身
の
ほ
と
は
し
ら
る
れ

132
さ（
水
鳥
）ゆ
る
夜
も
か
た
み
に
こ
ゆ
る
声
す
な
り

は
ね
う
ち
き
す
る
池
の
お
し
鳥　

雅
親

133
ふ（
積
雪
）り

そ
め
て
い
つ
れ
ま
さ
こ
と
み
え〻
し
色
も

う
つ
も
れ
に
け
る
庭
の
雪
か
な 

』
12
ウ

134
い（
述
懐
）ひ

し
ら
ぬ
世
中
な
れ
や
そ
む
か
れ
す

と
す
れ
は
い
と
ひ
と
し
を
ふ
る
身
は

寄
国
祝　
寛
正
二　

正　

十
三

135
く
も
り
な
く
お
さ
ま
り
に
け
る
日
の
も
と
を

他
の
国
ま
て
あ
ふ
く
と
き
か
も

136
草
木
ま
て
な
ひ
く
国
と
は
我
君
の

め
く
み
の
露
も
か
た
め
を
く
ら
し　

雅
親

早
蕨　

春
月　

里
竹　
寛
正
五　

二　

卅
日

137
雲
の
こ
ろ
山
の
か
け
野
の
し
た
わ
ら
ひ
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お
る
て
も
さ
む
き
春
の
里
人

138
か
す
め
た
ゝ
い
つ
も
さ
や
け
き
影
は
み
つ

春
の
名
に
お
ふ
お
ほ
ろ
よ
の
月

139
く
れ
竹
の
伏
見
の
里
の
庵
ま
て
も

す
な
を
な
る
世
は
す
み
よ
か
る
ら
し 

』
13
オ

140
ま（
早
蕨
）し
は
と
る
峰
の
た
よ
り
の
は
つ
わ
ら
ひ

つ
み
は
や
し
つ
ゝ
い
つ
る
山
人　

雅
親

141
や（
春
月
）へ

か
す
み
も
ら
ぬ
夜
も
な
し
春
は
な
を

月
や
く〻て

り
そ
ふ
ひ
か
り
な
る
ら
ん

142
か（
里
竹
）す

な
ら
ぬ
里
の
か
き
ほ
も
此
君
の

す
な
ほ
に
き
よ
き
い
ろ
は
み
せ
け
り

隣
家
梅　

夕
春
雨　

寄
海
恋　
長
禄
四

二 

十
六

143
た
お
る
と
も
人
は
と
か
め
し
わ
か
か
た
に

か
き
ほ
さ
き
こ
す
梅
の
一
え
た

144
さ
ほ
姫
の
こ
ろ
も
は
る
さ
め
ふ
る
か
ら
に

日
も
ゆ
ふ
く
れ
の
ほ
と
そ
し
ら
れ
ぬ

145
な
き
名
の
み
た
か
つ
の
海
の
う
ら
風
に

袖
こ
そ
ぬ
る
れ
お
き
つ
し
ら
な
み

146
わ（
隣
家
梅
）

か
か
た
に
み
ゆ
る
た
ち
枝
を
と
ふ
人
や 

』
13
ウ

思
ひ
の
ほ
か
の
や
と
の
梅
か
香　

雅
親

147
暮（
夕
春
雨
）
行
や
尾
上
の
松
の
ふ
る〻か

み
と
り

ひ
と
し
ほ
さ
ひ
し
春
雨
の
そ
ら

148
唐（
寄
海
恋
）
人
も
あ
は
れ
は
か
け
よ
い
た
つ
ら
に

ま
く
ら
の
浪
の
袖
ぬ
ら
す
夜
を

庭
梅
久
盛　
寛
正
四　

正　

十
三

149
い
く
春
も
な
れ
て
み
き
り
に
さ
く
や
此

花
の
さ
か
り
を
契
る
ひ
さ
し
さ

150
天
の
下
の
春
を
い
く
世
に
ゝ
ほ
ふ
ら
ん

ひ
と
は
な
よ
り
の
や
と
の
む
め
か
枝　

雅
親

蝉　

泉　

恋　
寛
正
二 

六 

十
三

151
村
雨
の
す
く
る
杪
に
な
く
さ〻せ

み
の

は
に
お〻を

く
露
を
は
ら
ふ
ゆ
ふ
か
せ

152
夏
ふ
か
き
い
は
ゐ
の
水
の
す
ゝ
し
さ
に 

』
14
オ

秋
の
け
し
き
を
く
み
て
し
る
か
な

153
恋
し
な
は
せ
め
て
あ
は
れ
と
人
も
見
よ

あ
ふ
に
は
か
へ
ぬ
い
の
ち
な
り
と
も

154
く
（
蝉
）も

り
な
き
空
に
し
く
れ
て
山
風
に

ゆ
る
か
ぬ
木
す
ゑ
せ
み
そ
鳴
ら
ん　

雅
親
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155
千
（
泉
）代
を
く
む
と
こ
ろ
も
こ
ゝ
と
い
わ
ほ
た
て

さ
ゝ
れ
石
敷
く
泉
す
ら
し
も

156
い
（
恋
）か
な
り
し
身
の
わ
れ
ま
て
か
む
く
ひ
あ
る

世
に
つ
れ
な
さ
を
な
け
き
つ
く
せ
る

夜
雪　

炭
𥧄　

変
恋　
寛
正
五　
　

十
二　

廿
三

157
ふ
る
よ
り
も
つ
も
る
と
そ
み
る
す
む
月
の

光
を
か
は
す
庭
の
し
ら
雪

158
爪
木
こ
る
ほ
と
そ
と
見
え
て
し
は
し
又

け
ふ
り
そ
た
ゆ
む
み
ね
の
す
み
か
ま 

』
14
ウ

159
た
の
め
つ
る
せ
ゝ
は
か
は
り
て
あ
す
か
川

な
み
た
や
袖
の
ふ
ち
と
な
る
ら
ん

160
風（
夜
雪
）し

ほ
る
ま
と
の
く
れ
竹
を
と
な
き
に

き
こ
ゆ
る
雪
の
ふ
か
き
夜
の
空　

雅
親

161
宮（
炭
𥧄
）古

よ
り
山
路
に
か
へ
る
す
み
や
き
の

し
る
へ
に
も
た
つ
夕
け
ふ
り
か
な

162
も（
変
恋
）ら

さ
し
と
氷
む
す
ひ
し
い
は
し
水

い
か
な
る
か
た
に
と
け
て
す
む
ら
ん

河
月　

菊
露　

関
鶏　
寛
正
五　

九　

廿
七

163
い
に
し
へ
の
鏡
も
か
け
を
か
は
る〻す

ら
し

玉
し
ま
川
の
秋
の
よ
の
月

164
千
代
ま
て
の
秋
に
ち
き
り
や
む
す
ふ
ら
ん

山
路
の
菊
の
花
の
し
ら
つ
ゆ

165
あ
く
る
夜
の
時
を
た
か
へ
ぬ
あ
ふ
さ
か
の 

』
15
オ

せ
き
し
ま
さ
し
き
鳥
の
こ
ゑ
哉

166
み（
河
月
）か
く
れ
て
な
ひ
く
玉
藻
の
く
ま
も
な
し

川
の
せ
と
を
る
月
の
ひ
か
り
に　

雅
親

167
暮（
菊
露
）ゆ

け
と
は
な
も
く
も
ら
ぬ
し
ら
菊
は

色
な
る
露
や
を
き
そ
は
る
ら
ん

168
あ（
関
鶏
）く

る
夜
の
さ
か
ひ
に
鳥
の
声
は
し
て

関
の
う
ち
と
も
く
ら
き
あ
ふ
坂

夕
橘　

五
月
雨　

恋
衣　
寛
正
五　

五　

廿
八

169
ふ
く
風
に
匂
ひ
や
そ
れ
と
な
の
る
ら
ん

た
そ
か
れ
と
き
の
軒
の
た
ち
は
な

170
を
や
む
ま
の
し
は
し
は
あ
は〻
れ
と
は
れ
ぬ
へ
き

空
と
も
見
え
ぬ
五
月
雨
の
こ
ろ

171
と
し
月
を
と
は
て
ふ
る
き
の
皮
衣

う
ら
み
も
ふ
か
く
な
り
ま
さ
る
ら
ん 

』
15
ウ

172
さ（
夕
橘
）ら
て
た
に
し
の
ふ
む
か
し
を
た
ち
花
の
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も
よ
ほ
し
か
ほ
に
に
ほ
ふ
夕
か
せ　

雅
親

173
を
（
五
月
雨
）
と
め
子
か
袖
ふ
る
や
ま
の
み
る
雨
に

雲
の
か
よ
ひ
ち
と
ち
ぬ
日
も
な
し

174
面（
恋
衣
）影
の
う
き
に
お
と
ろ
く
さ
夜
こ
ろ
も

夢
を
し
や
り
て
か
へ
し
て
そ
ぬ
る

月
照
網
代　

家
々
歳
暮　

雲
隔
遠
望　
寛
正
三　
　

十
二　

十
三

175
月
か
け
の
や
と
る
川
せ
に
よ
る
ひ
を
の

数
さ
へ
み
ゆ
る
宇
治
の
あ
し
ろ
木

176
年
を
ゝ
く
り
春
を
む
か
へ
て
や
と
こ
と
に

い
と
な
み
し
る
く
見
ゆ
る
比
か
な

177
そ
こ
と
な
く
波
ち
は
る
か
に
な
り
む
れ
は

雲
こ
そ
海
の
か
き
り
成
け
れ

178
し（
月
照
網
代
）

た
く
ゝ
る
ひ
を
さ
へ
み
え
て
に
ほ
の
海
の 
』
16
オ

網
代
に
さ
ゆ
る
月
の
か
け
か
な　

雅
親

179
た（
家
々
歳
暮
）

か
や
と
も
し
つ
心
な
し
と
し
の
暮

た
ち
ぬ
ふ
袖
は
い
ろ
か
は
れ
と
も

180
め（
雲
隔
遠
望
）

に
ち
か
く
む
か
ふ
山
の
は
雲
か
け
て

又
は
る
か
な
る
な
み
の
う
へ
哉

谷
残
花　

暮
春
鐘　

寄
弓
恋　
文
正
元　

三　

卅
日

181
春
ふ
か
き
谷
の
木
か
け
の
一
も
と
は

風
や
よ
き
け
ん
花
や
つ
れ
な
き

182
き
く
も
う
し
春
の
日
か
す
は
は
つ
せ
山

尾
上
に
か
す
む
い
り
あ
ひ
の
こ
ゑ

183
か
く
と
た
に
え
や
は
お
も
ひ
も
し
ら
ま
弓

ひ
け
と
か
ひ
な
き
こ
ゝ
ろ
つ
よ
さ
は

184
さ（
谷
残
花
）

き
て
と
く
ち
る
山
さ
く
ら
し
た
ふ
世
に

谷
の
ひ
か
り
と
に
ほ
ふ
花
か
な　

雅
親 

』
16
ウ

185
か（
暮
春
鐘
）

へ
り
行
鳥
の
こ
ゑ
に
も
う
ち
そ
へ
て

い
り
あ
ひ
つ
ら
き
春
の
く
れ
か
な

186
と（
寄
弓
恋
）

し
を
ふ
る
こ
ゝ
ろ
つ
よ
さ
に
た
え
も
せ
て

あ
つ
さ
の
ゆ
つ
る
か
け
て
恋
つ
ゝ

瞿
麦　

鵜
河　

門
杉　
寛
正
六　

五　

十
三

187
さ
ま
〳
〵
に
か
ら
の
や
ま
と
の
う
へ
ま
せ
て

ま
せ
ゆ
ひ
わ
た
す
庭
の
な
て
し
こ

188
し
る
や
い
か
に
こ
ふ
ね
と
ま
せ
る
か
ゝ
り
火
の

影
た
に
あ
ら
し
の
ち
〔
の
脱
カ
〕

世
の
や
み

189
世
中
を
い
と
ふ
し
る
し
や
と
ふ
人
も

ま
た
て
月
日
を
す
き
た
つ〻て

る
門　

雅〻
親〻
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190
み（
瞿
麦
）れ
は
又
お
き
ゐ
て
と
も
に
す
ゝ
し
き
や

ね
て
の
朝
け
の
と
こ
な
つ
の
露　

雅
親

191
小（
鵜
河
）舟
さ
し
さ
は
く
鵜
飼
の
衣
手
の 

』
17
オ

し
る
ま
の
か
ち
も
わ
か
ぬ
色
か
な

192
た（
門
杉
）か
門
そ
人
も
か
よ
は
ぬ
み
ち
ふ
か
み

杉
の
葉
し
た
る
五
月
雨
の
こ
ろ

冬
煙　

冬
江　

冬
車　
寛
正
二　
　

十
二　

十
三

193
富
士
の
ね
の
お
も
か
け
そ
た
つ
う
す
煙

雪
よ
り
な
ひ
く
峰
の
す
み
か
ま

194
冬
ふ
か
き
み
き
は
の
あ
し
は
か
れ
は
て
ゝ

み
な
と
い
り
江
の
舟
も
さ
は
ら
す

195
月
日
の
み
め
く
る
も
は
や
き
小
車
の

わ
つ
か
に
の
こ
る
と
し
の
暮
か
な　
　
＊
232
ト
重
複

196
ひ（

冬
煙
）ね

も
す
に
け
ふ
り
を
た
え
ぬ
か
た
や
こ
れ

す
み
や
く
な
ら
し
小
野
の
山
里　

雅
親

197
浪（
冬
江
）こ

ほ
る
い
り
江
の
あ
し
の
わ
つ
か
な
る

枯
葉
を
と
し
て
う
ら
風
そ
ふ
く 

』
17
ウ

198
つ（
冬
車
）み

そ
ふ
る
ま
し
は
か
う
へ
の
雪
た
か
み

ち
か
ら
車
も
た
へ
し
と
そ
み
る

竹
不
改
色　
長
禄
四　

十　

廿
六

199
い
や
つ
き
に
お
ひ
そ
ふ
竹
の
ふ
か
み
と
り

か
わ
ら
ぬ
色
そ
千
世
も
か
き
ら
し

200
千
世
の
い
ろ
か
は
ら
ぬ
か
け
を
た
つ
ぬ
れ
は

こ
ゝ
に
み
き
り
の
竹
の
行
末　

雅
親

鹿
声
何
方　

浦
辺
見
月　

樵
路
夕
雨　
寛
正
三　

八　

十
三

201
さ
た
か
に
は
そ
こ
と
も
わ
か
す
霧
ま
よ
ふ

と
を
き
尾
上
の
し
か
の
ひ
と
こ
ゑ

202
雪
は
れ
て
影
も
さ
や
か
に
み
く
ま
野
や

う
ら
よ
り
を
ち
の
ふ
く
る
よ
の
月

203
風
あ
ら
く
雨
ふ
り
き
ほ
ふ
夕
暮
に

か
へ
さ
や
い
そ
く
た
に
の
し
は
人 

』
18
オ

204
い（
鹿
声
何
方
）

つ
れ
ま
て
し
か
な
く
な
ら
し
妻
こ
ひ
の

声
に
こ
た
ふ
る
山
の
や
ま
ひ
こ　

雅
親

205
月（
浦
辺
見
月
）

す
め
は
よ
ひ
〳
〵
と
ひ
て
な
か
め
つ
ゝ

い
く
田
の
う
み
の
浪
の
ち
さ
と
も

206
柴（
樵
路
夕
雨
）

人
の
あ
し
た
に
い
り
し
み
ね
の
雲

雨
と
な
り
て
も
か
へ
る
暮
か
な

卯
花
初
開　

郭
公
未
遍　

被
書
恨
恋　
長
禄
四　

二〔四
ヵ
〕

　

十
九
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＊
コ
ノ
会
、
四
月
興
行
ヵ

207
木
の
ま
も
る
月
か
と
み
る
や
卯
の
花
の

か
つ
さ
く
庭
の
か
き
ね
な
る
ら
ん

208
わ
れ
に
な
と
つ
れ
な
か
る
ら
ん
郭
公

き
ゝ
つ
と
か
た
る
人
も
あ
る
世
に

209
な
を
さ
り
に
か
く
玉
章
の
中
〳
〵
に

う
ら
み
か
す
そ
ふ
人
の
こ
と
の
は

210
き（
卯
花
初
開
）

え
か
て
の
雪
の
か
き
ね
や
さ
き
そ
め
て 

』
18
ウ

友
ま
つ
ほ
と
の
庭
の
卯
花　

雅
親

211
初（
郭
公
未
遍
）

音
き
く
人
や
ま
れ
な
る
ほ
と
ゝ
き
す

里
を
は
よ
そ
に
ゆ
く
す
ゑ
の
空

212
は（
被
書
恨
恋
）

か
な
さ
の
か
す
か
き
そ
ふ
る
玉
章
に

お
も
は
ぬ
人
を
う
ら
み
て
そ
な
く

浜
余
寒
草〻　

水
辺
柳　

祈
逢
恋　
寛
正
三　

二　

十
三

213
さ
き
て
と
く
ち
ら
ぬ
は
雪
の
花
な
れ
や

春
も
よ
そ
な
る
谷
の
木
す
ゑ
に

214
よ
る
な
み
の
あ
ら
ふ
と
そ
み
る
河
風
に

な
ひ
く
柳
の
か
み
な
ひ
の
き
し

215
あ
ふ
瀬
さ
へ
袖
ほ
し
わ
ひ
ぬ
貴
舟
川

う
き
と
し
波
に
し
ほ
れ
こ
し
身
を

216
春（
浜
余
寒
）
く
る
も
し
ら
れ
ぬ
浜
の
松
の
戸
を

た
ゝ
く
嵐
の
ま
た
き
は
け
し
さ　

雅
親 

』
19
オ

217
に（
水
辺
柳
）
ほ
と
り
の
あ
し
の
い
と
な
く
糸
た
れ
て

玉
も
に
ま
し
る
い
け
の
青
柳

218
い（
祈
逢
恋
）
の
り
こ
し
し
る
し
あ
ら
は
す
神
か
け
て

ゆ
く
す
ゑ
を
さ
へ
こ
よ
ひ
ち
き
れ
る

未
忘
春
花　

郭
公
一
声　

寄
名
所
恋　
寛
正
六　

四　

十
三

219
わ
す
れ
て
は
青
葉
に
か
せ
を
い
と
ふ
哉

花
に
う
か
り
し
こ
ゝ
ろ
な
ら
ひ
に

220
明
ほ
の
ゝ
雲
の
ほ
か
に
そ
き
こ
ゆ
な
り

さ
た
か
に
も
あ
ら
ぬ
山
ほ
と
ゝ
き
す

221
し
た
は
ま
て
い
ろ
に
や
見
え
ん
山
の
名
の

も
る
や
た
も
と
の
露
も
時
雨
も

222
先（
未
忘
春
花
）

さ
く
も
さ
き
を
く
れ
し
も
う
す
く
こ
き

桜
に
お
も
ふ
夏
木
た
ち
か
な　

雅
親

223
ほ（
郭
公
一
声
）

と
ゝ
き
す
わ
か
い
つ
は
り
に
し
た
ふ
そ
よ 

』
19
ウ

た
ゝ
一
こ
ゑ
と
ま
ち
し
名
残
を

224
い（
寄
名
所
恋
）

か
な
れ
は
ま
た
こ
え
や
ら
ぬ
あ
ふ
さ
か
に
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せ
き
の
を
川
の
袖
ぬ
ら
す
ら
ん

更
衣
惜
春　

民
戸
早
苗　

相
互
忍
恋　
寛
正
二　

四　

十
三

225
た
ち
か
ふ
る
袖
の
わ
か
れ
よ
木
す
ゑ
に
は

春
に
を
く
る
ゝ
花
も
こ
そ
あ
れ

226
ひ
ま
を
な
み
と
る
や
さ
な
へ
に
み
え
て
け
り

に
き
ほ
ふ
民
の
秋
の
気
色
も

227
い
か
に
せ
ん
袖
の
な
み
た
の
も
ろ
と
も
に

せ
く
も
か
ひ
な
く
い
ろ
に
い
て
な
は

228
花（
更
衣
惜
春
）

の
色
に
染
し
ま
袖
は
う
つ
れ
と
も

こ
ゝ
ろ
を
か
へ
ぬ
夏
こ
ろ
も
か
な　

雅
親

229
あ（
民
戸
早
苗
）

さ
い
て
の
門
田
よ
り
ま
つ
と
り
そ
め
て

さ
な
へ
に
の
こ
る
水
そ
は
る
け
き 

』
20
オ

230
思（
相
互
忍
恋
）

ひ
を
は
わ
れ
も
し
の
ふ
の
う
ら
舟
の

う
き
名
あ
や
う
く
人
も
な
け

〻ゝ け

と

池
半
凍　

冬
車　

荻

231
水
の
お
も
に
へ
た
て
は
あ
ら
し
こ
ほ
ら
ぬ
を

こ
ほ
る
も
お
な
し
広
沢
の
池

232
月
日
の
み
め
く
る
も
は
や
き
小
車
の

は
つ
か
に
の
こ
る
と
し
の
く
れ
か
な　
＊
195
ト
重
複

233
秋
風
の
吹
し
く
程
は
を
と
も
せ
て

よ
は
れ
は
そ
よ
く
庭
の
荻
原

衾

234
ね
や
の
う
へ
に
降
そ
ふ
霜
や
あ
つ
ふ
す
ま

か
さ
ね
て
も
猶
さ
ゆ
る
夜
半
哉　
　
＊
他
出
：
文
明
二
年
一
字
題
百
首
49 

桜

235
し
ら
雲
の
ま
な
く
そ
か
ゝ
る
し
も
と
い
ふ 

』
20
ウ

か
つ
ら
き
山
は
花
さ
か
り
か
も　
　
＊
他
出
：
文
明
二
年
一
字
題
百
首
6

沢
若
菜

236
う
す
こ
ほ
り
く
た
き
て
つ
ま
ん
下
も
え
の

わ
か
な
み
え
す
く
野
辺
の
沢
水　
　
＊
他
出
：
文
明
十
七
年
百
首
5

関
月

237
あ
ふ
さ
か
や〻の

関
の
わ
ら
屋
は
跡
ふ
り
て

半
の
月
そ
空
に
の
こ
れ
る　
　
　
　
＊
他
出
：
文
明
四
年
百
首
47

鶯

238
た
に
か
け
や
朽
木
を
つ
た
ふ
鶯
も

春
は
こ
ゝ
ろ
の
花
に
な
く
ら
し

馴
恋

239
う
と
か
ら
ぬ
中
に
し
も
猶
ま
た
る
ゝ
や
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人
ま
を
お
も
ふ
ち
き
り
な
る
ら
ん

山
霞
左
之
三
首
御
懐
紙
由
、
李
阿
申
候
了
、 

』
21
オ

240
は
つ
れ
け
り
た
つ
や
こ
ろ
も
の
い
と
か
山

か
す
み
み
た
る
ゝ
嶺
の
春
風

待
花

241
さ
ら
に
又
さ
き
な
は
花
に
お
し
む
へ
き

春
の
日
か
す
を
い
そ
く
こ
ろ
哉

祝
言

242
し
き
し
ま
や
道
の
ち
ま
た
の
ち
り
を
つ
く

山
と
こ
と
の
葉
い
く
よ
つ
も
覧

同
題

上（日
野
富
子
）

様　
243
そ（
山
霞
）の

か
み
の
代
々
に
か
は
ら
て
久
か
た
の

あ
ま
の
か
く
山
霞
き
ぬ
ら
し

同
244
う（
待
花
）つ

し
う
へ
て
軒
は
に
ま
た
ぬ
春
た
に
も

花
に
こ
ゝ
ろ
を
つ
く
し
や
は
せ
ぬ

同
245
か（
祝
言
）き

り
な
く
千
代
を
か
さ
ね
て
い
く
か
へ
り 

』
21
ウ

花
も
さ
く
へ
き
松
の
こ
と
の
は

嶺
雪　
＊
コ
ノ
歌
以
降
義
政
詠
カ

246
玉
た
れ
を
ま
き
の
と
ほ
そ
の
明
ほ
の
に

な
か
め
に
け
り
な
み
ね
の
し
ら
雪

千
鳥

247
よ
ひ
か
は
す
と
も
の
う
ら
風
寒
か
ら
し

む
ろ
の
木
か
け
に
千
と
り
恋
い
な
く

絶
恋

248
と
も
す
れ
は
又
立
か
へ
り
し
た
ふ
か
な

わ
す
ら
る
ゝ
身
を
我
も
わ
す
れ
ん

竹
契
齢

249
は
か
り
な
き
千
い
ろ
の
竹
の
ふ
か
み
と
り

お
ひ
行
末
の
春
そ
久
し
き

忍
恋　
　

大（
三
条
冬
子
）

裏
上
臈 

』
22
オ

250
き
え
ぬ
と
も
誰
ゆ
へ
と
た
に
し
ら
れ
し
な

つ
ゐ
に
し
の
ふ
の
山
の
し
た
露

待
時
鳥　

藤（
日
野
勝
光
）

大
納
言
殿

251
色
見
え
て
五
月
待
ま
の
ほ
と
ゝ
き
す

人
の
こ
ゝ
ろ
の
花
に
や
と
か
れ
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野
霜　
　

雅
親

252
あ
さ
な
〳
〵
お
は
な
に
ま
し
る
霜
の
花
の

い
ろ
に
や
秋
の
野
辺
を
こ
ふ
ら
ん　

雅（
マ
マ
）親

冬
月

253
す
さ
ま
し
き
影
を
い
と
は
ゝ
夜
も
す
か
ら

こ
ゝ
ろ
あ
さ
く
や
月
に
み
え
ま
し

眺
望

254
み
る
め
な
き
海
と
も
い
は
し
さ
ゝ
な
み
や

う
ち
出
て
む
か
ふ
お
き
つ
し
ま
や
ま 

』
22
ウ

（
以
下
、
本
文
ナ
シ
）

 

（
翻
刻
終
）

○
附
記

貴
重
な
資
料
の
利
用
を
許
可
さ
れ
た
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
に
深
謝

申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
紙
背
文
書
の
判
読
に
は
末
柄
豊
氏
に
多
く
ご
教

示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
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《
初
句
索
引
》

あ
か
す
み
て 

111

あ
き
か
せ
の 

233

あ
く
る
よ
の

　

と
き
を
た
か
へ
ぬ 

165

　

よ
る
の
さ
か
ひ
に 
168

あ
け
ほ
の
の 
220

あ
さ
い
て
の 

229

あ
さ
な
あ
さ
な 

252

あ
つ
き
ひ
の 

21

あ
つ
ま
の
に 

104

あ
ふ
さ
か
の 

237

あ
ふ
せ
さ
へ 

215

あ
ふ
ま
て
の 

92

あ
ま
つ
そ
ら 

53

あ
め
の
し
た
の 

150

い
か
な
り
し 

156

い
か
な
れ
は 

224

い
か
に
せ
む 

227

い
く
ち
よ
そ 

60

い
く
は
る
も 

149

い
け
の
お
も
に 

62

い
さ
さ
ら
は 

114

い
た
つ
ら
に 

22

い
つ
く
に
か 

88

い
つ
の
ま
に 

79

い
つ
れ
ま
て 

204

い
と
と
な
ほ 

3

い
に
し
へ
の 

163

い
の
り
こ
し 

218

い
ひ
し
ら
ぬ 

134

い
ま
も
た
た 
6

い
や
つ
き
に 
199

い
ろ
そ
そ
ふ 

48

い
ろ
み
え
て 

251

う
す
こ
ほ
り 

236

う
ち
つ
け
の 

31

う
ち
な
ひ
き

い
ま
は
た
の
ま
む 

80

か
ほ
る
も
す
す
し 

75

う
つ
し
う
え
て 

244

う
と
か
ら
ぬ 

239

え
し
の
た
く 

121

え
に
し
あ
る 

110

お
き
ま
よ
ふ 

94

お
く
し
も
や 

36

お
く
し
も
を 

87

お
ほ
つ
か
な 

108

お
も
か
け
の 

174

お
も
ひ
い
て 

77

お
も
ひ
の
み 

71

お
も
ひ
を
は 

230

か
き
り
な
く 

245

か
く
と
た
に 

183

か
し
こ
し
な 

37

か
す
か
な
り 

82

か
す
な
ら
ぬ 

142

か
す
め
た
た 

138

か
せ
あ
ら
く 

203

か
せ
し
ほ
る 

160

か
へ
に
ふ
す 

51

か
へ
り
ゆ
く 

185

か
や
り
た
く 

100

か
や
り
た
く
か 

103

か
ら
ひ
と
も 

148

き
え
か
て
の 

210

き
え
ぬ
と
も 

250

き
き
て
な
ほ 

99

き
く
も
う
し 

182

く
さ
き
ま
て 

136

く
ち
は
て
む 

107

く
め
ち
に
は 

52

く
も
の
こ
ろ 

137

く
も
は
れ
て

か
け
も
さ
や
か
に 

202
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つ
き
は
ひ
か
り
を 

117

く
も
り
な
き 

154

く
も
り
な
く 

135

く
ら
き
よ
に 

47

く
れ
そ
む
る 

95

く
れ
た
け
の 
139

く
れ
ゆ
く
や 
147

く
れ
ゆ
け
と 

167

け
さ
そ
な
ほ 

27

け
ふ
い
く
か 

105

こ
こ
ろ
あ
り
て 

46

こ
す
な
み
の 

66

こ
の
ま
も
る 

207

こ
ひ
し
な
は 

153

こ
れ
そ
こ
の 

40

こ
れ
や
こ
の 

124

こ
を
お
も
ふ 

112

さ
き
て
と
く

ち
ら
ぬ
は
ゆ
き
の 

213

ち
る
や
ま
さ
く
ら 

184

さ
く
は
な
の 

29

さ
く
ら
し
も 

67

さ
た
か
に
は 

201

さ
は
る
し
も 

16

さ
は
る
と
も 

34

さ
ほ
ひ
め
の 

144

さ
ま
さ
ま
に 

187

さ
や
け
さ
は 

11

さ
ゆ
る
よ
も 

132

さ
ら
て
た
に 

172

さ
ら
に
い
ま 

1

さ
ら
に
ま
た 

241

し
か
の
や
ま
の 
98

し
き
し
ま
の 

131

し
き
し
ま
や 

242

し
く
れ
に
は 

84

し
た
く
く
る 

178

し
た
は
ま
て 

221

し
つ
か
に
も 

116

し
は
ひ
と
の 

206

し
ひ
て
な
ほ 

74

し
ら
く
も
の 

235

し
る
や
い
か
に 

188

す
さ
ま
し
き 

253

す
み
わ
ひ
て 

58

せ
き
の
と
も 

44

そ
こ
と
な
く 

177

そ
て
の
い
ろ
も 

68

そ
て
む
か
ふ 

96

そ
の
か
み
の 

243

た
え
た
え
に 

54

た
か
か
と
そ 

192

た
か
や
と
も 

179

た
か
よ
よ
り 

50

た
ち
か
ふ
る 

225

た
つ
と
み
し 

45

た
つ
は
ゆ
き 

42

た
つ
み
つ
の 

12

た
な
は
た
の 

57

た
に
か
け
や 

238

た
の
め
つ
る 

159

た
ひ
に
し
て 

122

た
ま
た
れ
を 

246

た
ま
つ
は
き 

56

た
よ
り
に
や 

17

た
れ
か
け
ふ 

70

た
を
る
と
も 

143

ち
き
り
し
を 

28

ち
き
る
そ
よ 

41

ち
よ
の
い
ろ 

200

ち
よ
ま
て
の 

164

ち
よ
を
く
む 

155

つ
き
か
け
の

さ
や
の
な
か
や
ま 

119

や
と
る
か
は
せ
に 

175

つ
き
す
め
は 

205
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つ
き
ひ
の
み 

195
・
232

つ
き
も
み
ぬ 

127

つ
つ
む
そ
よ 

19

つ
ま
き
こ
る 

158

つ
ま
し
た
ふ 

91

つ
み
そ
ふ
る 

198

つ
ゆ
ふ
か
み 
97

と
こ
ろ
か
ら 
118

と
し
つ
き
を 

171

と
し
を
お
く
り 

176

と
し
を
ふ
る 

186

と
ち
は
て
ぬ 

129

と
は
ぬ
よ
は 

4

と
も
す
れ
は 

248

な
か
し
て
ふ 

55

な
き
な
の
み 

145

な
け
や
な
ほ 

102

な
つ
こ
ろ
も 

93

な
つ
ふ
か
き 

152

な
の
み
し
て 

35

な
ほ
さ
り
に 

209

な
み
こ
ほ
る 

197

な
み
た
か
き 

72

な
れ
も
こ
は 

109

に
ほ
と
り
の 

217

に
ほ
の
う
み
の 

14

ぬ
し
や
た
れ 

83

ぬ
れ
て
を
り
し 

2

ね
さ
め
し
て 

39

ね
や
の
う
へ
に 

234

ね
を
そ
な
く 

13

の
と
か
な
る 

32

は
か
な
さ
の 
212

は
か
り
な
き 
249

は
き
の
う
へ
の 

85

は
つ
ね
き
く 

211

は
つ
れ
け
り 

240

は
な
の
い
ろ
に 

228

は
る
あ
き
も 

73

は
る
あ
さ
き 

30

は
る
く
る
も 

216

は
る
の
い
ろ 

61

は
る
の
く
る 

33

は
る
ふ
か
き

す
ゑ
の
の
か
す
み 

115

た
に
の
こ
か
け
の 

181

ひ
と
か
た
に 

25

ひ
と
し
れ
す 

59

ひ
と
と
は
ぬ 

65

ひ
と
な
く
て 

113

ひ
ね
も
す
に 

196

ひ
ま
も
な
く 

10

ひ
ま
を
な
み 

226

ふ
く
か
せ
に 

169

ふ
し
の
ね
の 

193

ふ
ゆ
ふ
か
き 

194

ふ
り
く
ら
す 

130

ふ
り
そ
め
て 

133

ふ
り
つ
も
る 

64

ふ
る
ゆ
き
に 

15

ふ
る
よ
り
も 

157

ほ
と
と
き
す 

223

ま
か
き
そ
と 

20

ま
し
は
と
る 

140

ま
た
き
な
く 

26

ま
た
き
よ
り 

43

ま
つ
か
さ
き 

126

ま
つ
さ
く
も 

222

み
か
く
れ
て 

166

み
し
あ
き
の 

5

み
つ
の
お
も
に 

231

み
に
そ
し
む 

120

み
や
き
の
や 

90

み
や
こ
よ
り 

161

み
る
め
な
き 

254

み
れ
は
ま
た 

190
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む
す
ふ
て
に 

9

む
ら
さ
め
の 

151
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